
一斉改選に伴う民生委員・児童委員、主任児童委員候補者の推薦について 

 現在、旭区において委嘱されている約 300名の民生委員・児童委員及び主任児童委員の

皆様は、令和７年 11月末日に任期満了となります。 

今月の「自治だより」にて一斉改選の推薦関係書類をお送りいたしますので、各地

区連合自治会町内会及び各自治会町内会からのご推薦にご協力をお願い申し上げます。 

１ 活動内容 

地域住民と専門機関との「つなぎ役」として活動いただいています。詳しくは、添付

のチラシにて紹介していますので、ご推薦予定の方への説明などにご活用ください。 

２ 任期 

  ３年間（令和７年 12月１日から令和 10年 11月 30日まで） 

３ 推薦の年齢要件（基準日：令和７年４月１日） 

（１）民生委員・児童委員

（２）主任児童委員

新任 

原則５４歳（昭和４５年４月２日以降に生まれた方）まで 

候補者の選出が困難な場合、 

５８歳（昭和４１年４月２日以降に生まれた方）まで 

再任・元職 

原則６０歳（昭和３９年４月２日以降に生まれた方）まで 

候補者の選出が困難な場合、 

６４歳（昭和３５年４月２日以降に生まれた方）まで 

新任 

原則６８歳（昭和３１年４月２日以降に生まれた方）まで 

候補者の選出が困難な場合、 

７４歳（昭和２５年４月２日以降に生まれた方）まで 

再任・元職 原則７４歳（昭和２５年４月２日以降に生まれた方）まで 

特例の再任 

候補者の選出が困難、かつ下記の３条件をすべて満たす場合は、

７５歳以上でも１回に限り再任可能 

【条件】 ①健康で本人に意欲があり活動に支障がない  

②自治会町内会の代表（会長）の同意がある

③地区民児協の代表（会長）の同意がある

※特例的な扱いのため、引き続き後任者の選出に努める

区連会 資料２－４ 
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４  推薦の手続き 

（１）民生委員・児童委員

新任・元職・特例の再任

がいる場合 

・地域で地区推薦準備会を開催（６～８月）

・履歴書、会議録、推薦人選出報告書を作成

再任のみの場合 

・自治会町内会・地区民児協双方の代表の同意があれば、

地区推薦準備会の開催を省略可能 

・履歴書、再任確認書を作成

（２）主任児童委員

新任・元職がいる場合 
・地域で連合地区推薦準備会を開催（６～８月）

・履歴書、会議録、推薦人選出報告書を作成

再任のみの場合 

・地区連合自治会町内会等・地区民児協双方の代表の同

意があれば、連合地区推薦準備会の開催を省略可能

・履歴書、再任確認書を作成

５ 推薦事務説明会について（参加は任意です） 

・令和７年６月４日（水）19時～20時 於：旭公会堂

・令和７年６月７日（土）10時～11時 於：旭区役所新館２階大会議室

※推薦事務の進め方については動画でも配信予定です（６月上旬予定）。

６ 推薦書類の提出期日等 

（１）提出期日：第１回 令和７年７月 15日（ 火 ）

第２回 令和７年８月 15日（ 金 ） 

（２）提出方法：郵送の場合：所定の返信用封筒でご提出ください。

持参の場合：旭区役所３階 31番窓口（福祉保健課）にご提出ください。 

７ 負担軽減・担い手確保の取組状況 

今回の一斉改選より、推薦に係る地域の負担を軽減する取組（推薦準備会の省略）を

導入するとともに、新任の民生委員が安心して活動をスタートできるよう、一定期間、

前任がサポートする仕組み「バトンタッチサポーター（仮称）制度」を試行導入しま

す。 

８ 添付資料 

別紙１（３～６ページ）活動紹介チラシ（２種類） 

別紙２（７～74ページ）推薦関係書類（民生委員用） 

参 考（75～79ページ）市連会資料（抜粋） 

【担当】

旭区福祉保健課 髙森、國枝、鈴木

電話：954－6101 FAX：953-7713 

Mail：as-minjikyo@city.yokohama.lg.jp 
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発行元　旭区福祉保健課　045-954-6101
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資源循環局事務所

高齢者や障害をお持ちの方のうち、現金や
通帳の取り扱いに不安がある場合は、ご相談
ください。

6



旭福第  号 

令和７年５月 日 

〇〇自治会 

会長 〇〇 様 

旭区長 権藤 由紀子 

 

一斉改選に伴う民生委員・児童委員候補者の推薦について（依頼） 

 

日頃から旭区政の推進につきまして、多大なご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、５月の区連会定例会でご案内したとおり、今期の民生委員・児童委員につきましては 11

月 30日をもって任期満了となり、12月１日付で全市一斉に改選となります。つきましては、次

期の民生委員・児童委員候補者をご推薦いただきますようお願い申し上げます。 

また、次のとおり推薦事務説明会を開催します。説明会以外でも、ご不明な点等ございました

ら随時、裏面記載の担当までお問い合わせください。 

 

１ 推薦事務説明会について（参加は任意です） 

（１）日時・会場 

第１回 令和７年６月４日（水）19時～20時 於：旭公会堂 

 第２回 令和７年６月７日（土）10時～11時 於：旭区役所新館２階大会議室 

（２）予定内容（２回とも同内容です） 

   民生委員・児童委員の役割、推薦事務の進め方（推薦準備会開催の流れ、書類記載方法等） 

（３）その他 

ア 事前の申し込みは不要です。 

  イ 送付資料をご持参ください。 

ウ 推薦事務の進め方については、動画でも配信予定です（６月上旬予定）。 

左記二次元コードの旭区ホームページに、動画へのリンクを掲載予定です。 

  

２ 民生委員・児童委員について 

（１）活動内容 

地域住民と専門機関との「つなぎ役」として活動いただいています。詳しくは、添付のチ

ラシにて紹介していますので、ご推薦予定の方への説明などにご活用ください。 

（２）任期 

   ３年間（令和７年 12月１日から令和 10年 11月 30日まで） 

（３）年齢要件（※詳細は「推薦事務のポイント」1-3ページ参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新任 

原則６８歳（昭和３１年４月２日以降に生まれた方）まで 

候補者の選出が困難な場合、 

７４歳（昭和２５年４月２日以降に生まれた方）まで 

再任・元職 原則７４歳（昭和２５年４月２日以降に生まれた方）まで 

特例の再任 

候補者の選出が困難、かつ所定の条件をすべて満たす場合は、７５歳以

上でも１回に限り再任可能 

※特例的な扱いのため、引き続き後任者の選出に努める 

別紙２ 
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４  推薦の手続き（※詳細は「推薦事務のポイント」2-2ページ参照） 

新任・元職・特例の再任

がいる場合

・地域で地区推薦準備会を開催（６～８月）

・履歴書、会議録、推薦人選出報告書を作成

再任のみの場合

・自治会町内会・地区民児協双方の代表の同意があれば、地

区推薦準備会の開催を省略可能

・履歴書、再任確認書を作成

５ 推薦書類の提出期日等 

（１）提出期日：第１回 令和７年７月 15日（火） 

第２回 令和７年８月 15日（金） 

※書類審査を円滑に行うため、期日を２回に分けています。

早期に候補者の推薦が決まった場合は、期限にかかわらずご提出ください。

（２）提出方法：郵送の場合：同封の返信用封筒でご提出ください。 

持参の場合：旭区役所３階 31番窓口（福祉保健課）にご提出ください。 

６ その他 

自治会町内会長に変更があった場合は、お手数をおかけしますが、後任の自治会町内会長に

お渡しくださいますようお願い申しあげます。 

７ 送付書類一覧 

（１）依頼文（本紙） 

（２）推薦依頼人数等について 

（３）活動紹介チラシ（２種類、各５枚） 

（４）推薦書類チェックリスト・推薦書類様式 

（５）「推薦事務のポイント」（ホチキス留め冊子） 

（６）返信用封筒 

【担当】

旭区福祉保健課 髙森、國枝、鈴木   

電話：954－6101 FAX：953-7713  

Mail：as-minjikyo@city.yokohama.lg.jp 
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推薦依頼人数等について 

 

●●自治会におかれましては、次の候補者の推薦をお願いいたします。 

 

依頼する人数 ●人 

 

民生委員の担当地区 （１）●●地区 

          （２） 

          （３） 

          （４） 

 

現在の民生委員氏名 （１）●● ●● 

          （２） 

          （３）  

          （４） 

 

関係自治会町内会  （１）●●町内会 

          （２） 

          （３） 

          （４） 

 

関係自治会が複数ある場合は、調整をお願いいたします。 

併せて、地区推薦準備会の開催等につきましては、地区民生委員児童委員協議会

代表とご調整をお願い申し上げます。 

 

●●地区民児協代表連絡先 

 

（代表 ●● ●●  ＴＥＬ ●●●－●●●●） 
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No. 書類名 内容 提出枚数

新任・元職・
特例の再任
（75歳以上）
が含まれる場

合

再任のみの場
合

(1)
民生委員児童委員候補者履歴
書

候補者ご本人に記入いただく履歴
書です。

推薦いただく
人数分 □ □

(2)
地区推薦準備会推薦人選出報
告書

推薦人の方々のお名前、ご住所を
記入するものです。

１枚 □ ※

(3) 地区推薦準備会会議録
候補者の選出のための会議状況を
記入するものです。

１枚
※複数回開催時
はその回数分 □ ※

(4) 再任確認書
推薦準備会の開催を省略する場合
は、こちらをご作成ください。

１枚 □

チェック欄

○推薦書類の作成にあたっては、同封の「推薦事務のポイント」をご参照ください。

○提出期日：
　・第１回　令和７年７月15日（火）
　・第２回　令和７年８月15日（金）
　　　※書類審査を円滑に行うため、期日を２回に分けています。
　　　　早期に候補者の推薦が決まった場合は、期限にかかわらずご提出ください。

○提出方法：
　・郵送の場合：同封の返信用封筒でご提出ください。
　・持参の場合：旭区役所３階31番窓口（福祉保健課）にご提出ください。

○様式は横浜市役所の下記ホームページ（左記二次元コード）からダウンロードすることもできます。
　必要に応じて、印刷してご使用ください。
　https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/fukushi-kaigo/chiikifukushi/minsei/mj.html

推薦書類チェックリスト

※再任のみの場合でも、推薦準備会を省略せずに開催することは可能です。
　その場合は、No.(2)と(3)の書類をご提出ください（(4)は不要です）。
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秘
（様式第１号）

作成日（西暦） 　　 　　　年　　月　　日

ふ　り　が　な （西暦）

氏　　　　　名 　　　　　　年　　　　月　　　　日

住　　　　　所

電　話　番　号 　　　　年　　　　月

メールアドレス
(任意)

現 在 の 職 業
（　常勤　・　パート等　）

委員名・活動内容等

地区民児協名  　　　　　　　　　　　　地区民児協
担当
地区

□　新任（経験なし）

□　再任

□　再任で年齢特例適用

□　元職（過去に経験あり）

【使用目的について】

　　民生委員・児童委員、主任児童委員候補者履歴書は、地区・連合地区推薦準備会、横浜市
　民生委員推薦会及び横浜市社会福祉審議会民生委員審査専門分科会における審議資料として
　作成をお願いするものです。民生委員として委嘱された場合、記載いただいた情報の一部
　は、事務局・関係機関でのみ使用します（※）。また、候補者に選出されなかった場合は、
　速やかにお返しします。　　　　　※使用する情報：氏名、住所、電話番号、メールアドレス

【本人確認欄】 必ず候補者本人が自署してください

本人署名：

　・　私はこの書類の使用目的を確認しましたので、審議資料として使用されることに同意します。

　・　［年齢要件の特例による再任の場合のみ］
　　  私は健康で民生委員・児童委員活動に意欲があり、活動に支障はありません。

地　域　活　動

ボランティア活動

等 の 参 加 状 況

活　動　期　間　等

　　　　　　　～　　　ああああ

～

民 生 委 員 歴
主任児童委員歴

該当する区分に
✓してください

　委嘱年月

年　　　月

主 な 職 歴

男
・
女

生年

月日

　　　　　　　区

現住所居住年数

候補者履歴書
民生委員・児童委員

主 任 児 童 委 員
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　　　　　年　　月　　日

地区推薦準備会推薦人を次のとおり選出しましたので報告します。

氏　　　名
住　　　所

（町名から記載してください）

合計（　　　　　）人

（地区推薦準備会終了後に区役所福祉保健課へ提出してください。）　

自 治 会 町 内 会 の 代表 （必 須）

２
地区民生委員児童委員協議会
の代表（必須）

３

地
域
住
民
の
福
祉
等
に
関
係
あ
る
者

４

５

６

地区推薦準備会推薦人選出報告書

民 生 委 員 担 当 地 区 名
（ 複 数 あ る 場 合 は 全 て 記 入 ）

自治会町内会会長氏名（報告者）

７

８

９

10

選出区分（所属団体等）

１
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推薦する自治会

町内会等名

開催日時

開催場所

チェック欄

座長（　　　　　　　　　　 ）　　記録者（　　　　　　　　　　 ）

３　「（連合）地区推薦準備会推薦人の方々にお願い」読み上げ □

□

５　再任者※の審議省略　※原則の年齢による再任者のみ

□

　推薦人（自治会町内会等の代表）（地区連合町内会等の代表）

　推薦人

　推薦人

　推薦人

（記入後は区役所福祉保健課に提出してください。）

候補者⽒名 ・ 前任者⽒名 ・ 担当地区名 の記載は裏⾯です

推薦人

　６　地域住民の信頼

すべての事項を確認し、市推薦会に推薦することを決定しました。
【年齢要件の特例による再任】引き続き候補者を探すことを確認しました。

記載内容に相違ないことを認め、署名します（以下の欄は自署してください）。

　推薦人

適任者としての

確認事項

推薦人（地区民児協の代表）

　推薦人

推薦人

推薦人

　５　社会福祉に対する意識 　11　研修会への出席状況

□候補者の再任について、自治会町内会等の代表及び地区民児協の代表が同意してい
る

≪特記事項≫

新任・再任・元職共通 再任者のみ

　１　人物 　７　諸報告書の提出状況

　２　健康状態 　８　関係行政機関への協力状況

　３　活動の時間 　９　各種行事の参加状況

　４　生活の安定 　10　地区民児協への出席状況

年　　月　　日　　午前・午後　　　時　　分　～　　　時　　分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会 議 の 要 旨

会議における確認事項等

１　準備会の成立確認

□
推薦人総数　　　　　　　名中　　　　　　　名出席

２　座長及び記録者の選出（互選）

□

４　適任者としての確認事項の審議

地区民児協名

（様式第２号）

地区推薦準備会会議録
作成日（西暦）　　　　　　年　　　　月　　　　日

～推薦準備会を開催した場合～
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区分 担当地区名

新　任

再　任

元　職

新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職

新　任

再　任

元　職

候補者氏名 前任者氏名

新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
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推薦する自治会

町内会等名

チェック欄

□

　５　社会福祉に対する意識 　11　研修会への出席状況

すべての事項を確認し、市推薦会に推薦することを決定しました。

記載内容に相違ないことを認め、署名します（以下の欄は自署してください）。

　推薦人（自治会町内会等の代表）（地区連合町内会等の代表）

　推薦人（地区民児協の代表）

（記入後は区役所福祉保健課に提出してください。）

確認事項

確認事項の詳細

１　候補者の再任についての同意、適任者としての確認事項の確認 □

２　推薦準備会の省略 □

適任者としての

確認事項

新任・再任・元職共通 再任者のみ

　１　人物 　７　諸報告書の提出状況

　２　健康状態 　８　関係行政機関への協力状況

　３　活動の時間 　９　各種行事の参加状況

　４　生活の安定 　10　地区民児協への出席状況

　６　地域住民の信頼

候補者氏名 担当地区名

地区民児協名

（様式第３号）

再任確認書
作成日（西暦） 年 月 日

～推薦準備会を開催しない場合～

19



20



民生委員・児童委員、主任児童委員の 

～自治会・町内会の皆様へ～ 

平成２８年４月 制定

平成３１年２月 改訂

（令和７年４月 一部修正）

健康福祉局地域支援課
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【民生委員・児童委員、主任児童委員とは】 

○民生委員制度は、大正 6 年に岡山県で誕生した「済世顧問制度」を始まりとし、大正 7
年に大阪府で「方面委員制度」が発足、昭和 3 年には方面委員制度が全国に普及し、戦

後（昭和 21 年）民生委員令の公布により、名称が「民生委員」に改められたものです。 
○民生委員は、民生委員法に基づき厚生労働大臣から委嘱された非常勤の地方公務員で、

給与の支給はなく（無報酬）、ボランティアとして活動しています。

（任期は 3 年、再任可。活動に必要な交通費等（実費弁償）として活動費を支給。）

○民生委員は、児童福祉法に定める児童委員を兼ねることとされており、民生委員・児童

委員の一部が、子どもや子育てに関する支援を専門に担当する民生委員・児童委員とし

て、厚生労働大臣により主任児童委員（平成 6 年 1 月に制度化）に指名されています。

○横浜市では、市長が担当区域を定めており、民生委員・児童委員は 200 から 440 世帯に

１人、主任児童委員は地区民生委員児童委員協議会ごとに２人（地区の民生委員・児童

委員の定数が 40人以上の場合は３人）としており、横浜市全体で約 4,500人の方が民生

委員・児童委員（約 4,000人）、主任児童委員（約 500人）として活動しています。

【民生委員・児童委員の役割】 

○民生委員・児童委員は、住民から様々な生活上の困りごとや心配ごとに関する相談に応

じ、必要な支援を受けられるよう専門機関につなぐ「つなぎ役」の役割を担っています。

【民生委員・児童委員の活動】 

○地域住民が抱える問題について、相手の立場に立ち、相談を受けます。

○福祉の制度やサービスについて、その内容や情報を住民に提供します。

○住民が福祉サービスを必要とした場合、区福祉保健センターや地域ケアプラザ等に連絡

し、必要な支援が受けられるよう「つなぎ役」としての役割を果たします。

○地域で住民の求める生活支援活動を行い、支援の体制を作っていきます。

○活動を通じて得た課題や改善点について関係機関などに意見を提起します。

【主任児童委員の活動】 

○区域を担当する民生委員・児童委員と連携しながら、児童福祉に関する機関（学校、児

童相談所、区役所等）との連絡調整（つなぎ役）や、子育て支援活動や児童健全育成活

動等を行います。

【守秘義務】 

○民生委員・児童委員は、民生委員法で守秘義務が課せられています。個別の相談等を通

じて知り得た個人の秘密は、民生委員・児童委員を辞めた後も守る必要があります。

【地区民生委員児童委員協議会（地区民児協）】 

○概ね連合町内会の区域を単位として、当該地区の全民生委員・児童委員を構成員とする

地区民生委員児童委員協議会が組織され、関係機関等との連絡・調整、情報交換、日頃

の活動や地域の福祉課題の検討などを行っています。

1 民生委員・児童委員、主任児童委員の役割と活動 
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民生委員・児童委員 主任児童委員 

１．資格要件 

①適任者

②年齢要件

（基準日） 

令和７（2025）年

４月１日 

③居住要件

◆新任 ６８歳までの方 

(昭和 31年４月２日以降出生) 
※選出が困難な場合に限り、74歳（昭

和 25 年４月２日以降出生）までの方

とすることが可能です。

◆現任・元職  ７４歳までの方 

(昭和 25年４月２日以降出生) 

※現任について、選出が困難な場合に

限り、1 期（3 年間）のみを再任期間

として、75歳以上の方とすることがで

きます。（条件あり） 

【条件】 
下記３つの条件を満たしたときのみ、
推薦ができるものとする。 
①健康で本人に意欲があり活動に支障
がない

②自治会町内会の代表（会長）の同意
がある

③地区民児協の代表（会長）の同意が
ある

※ただし、特例的な扱いであることか

ら、引き続き後任者の選出に努める。 

 

 

 

 

 

 

◆新任 ５４歳までの方 

(昭和 45年４月２日以降出生) 
※選出が困難な場合に限り、58 歳（昭

和 41 年４月２日以降出生）までの方

とすることが可能です。 

◆現任・元職  ６０歳までの方 

(昭和 39年４月２日以降出生) 

※現任について、選出が困難な場合に

限り、64 歳（昭和 35 年４月２日以降

出生）までの方とすることが可能で

す。 

２．任期 

2 資格・要件 

18 歳以上で横浜市会議員の選挙権を有する方のうち、次に掲げる

要件に当てはまる方を選任してください。 

・ 民生委員･児童委員（主任児童委員）活動に時間を割くことがで

き、円満な常識を持ち、健康である方

・ その地域の実情をよく知っており、地域の方が気軽に相談に行

けるような方

・ 個人情報について、十分配慮し適正な管理ができる方

原則、担当地域内に居住する方 

３年 令和 10 年(2028)年１１月３０日まで 

【基準日・候補者の生年月日】 

こちらに記載されている、年齢要件の 

基準日・候補者の生年月日は、 

「令和７年」に民生委員として委嘱 

する場合のものです。 

委嘱年が変わると、年齢要件の基準日・ 

候補者の生年月日も変わりますので、 

ご注意ください。 

1-3
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民生委員・児童委員 主任児童委員 

３．推薦主体 

①設置の単位

②構成

③構成員

（推薦人）

地区推薦準備会 

主に自治会町内会を単位とします。 

推薦人５～１０人 

自治会町内会の代表、地区民児協の

代表、その他地域住民の福祉等に関

係のある方 

※自治会町内会の代表と地区民児

協の代表は、地区推薦準備会に必ず

出席してください。 

連合地区推薦準備会 

主に地区連合町内会を単位します。 

（地区民児協を単位とします。） 

推薦人５～１０人 

地区連合町内会の代表、地区民児協

の代表、その他児童の福祉等に関係

のある方 

※地区連合町内会の代表と地区民

児協の代表は、連合地区推薦準備会

に必ず出席してください。 

横浜市のホームページで民生委員の情報、委嘱状況などを公開しています。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/fukushi-kaigo/chiikifukushi/minsei/ 

３ 推薦主体とその構成 

地域の福祉活動やボランティア活動の人材情報を幅広く集め、地

区・連合地区推薦準備会で、適任者を選出します。 
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４　民生委員・児童委員、主任児童委員推薦関係日程（標準）

令和７年７月１日付被委嘱者 令和７年12月１日付被委嘱者 令和８年12月１日付被委嘱者

①民生委員･児童委員：欠員補充
及び増員

①民生委員･児童委員：一斉改選
①民生委員･児童委員：欠員補充及
び増員

②主任児童委員：欠員補充及び増
員

②主任児童委員：一斉改選 ②主任児童委員：欠員補充及び増員

任期･･･令和７年　７月　１日から 任期･･･令和７年１２月　１日から 任期･･･令和８年１２月　１日から

令和７年１１月３０日まで 令和10年１１月３０日まで 令和10年１１月３０日まで

上旬

中旬 市連会協力依頼 市連会への事前周知

下旬 区連会協力依頼

上旬 連合・地区へ推薦依頼

中旬

下旬

上旬 　連合・地区推薦準備会開催

中旬

下旬

上旬

中旬 区より市推薦会に候補者内申 市連会協力依頼

下旬 区連会協力依頼

上旬 市推薦会、市審査会開催 連合・地区へ推薦依頼

中旬 厚生労働大臣あて推薦

下旬

上旬 令和７年７月１日付け委嘱

中旬  連合・地区推薦準備会開催　

下旬 連合・地区へ推薦依頼

上旬

中旬

下旬  区より市推薦会に候補者内申 　連合・地区推薦準備会開催

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬 区より市推薦会に候補者内申

下旬 市推薦会、市審査会開催

上旬 厚生労働大臣あて推薦 市推薦会、市審査会開催

中旬 厚生労働大臣あて推薦

下旬

上旬 令和７年12月１日付け委嘱 令和８年12月１日付け委嘱
中旬
下旬

12
月

８
月

９
月

10
月

11
月

４
月

【一斉改選は３年ごと】
一斉改選年：令和７年、10年、13年

５
月

２
月

６
月

７
月

３
月

４ 民生委員・児童委員、主任児童委員推薦関係日程（標準）
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⑧
推

薦

⑨
委

嘱

候補者を選出

　候補者 委嘱

候補者 指名

⑦答　申

⑥諮　問

⑤推　薦

厚生労働大臣

市 長

①
推
薦
依
頼

⑩
市
長
委
嘱

　
　
○
○
区
担
当

※１　全ての候補者が現在の民生委員で、自治会町内会等の代表及び地区民児協の代表が、現在の民生委員を
候補者として再び推薦することに同意している場合は、地区推薦準備会の設置を省略することができます。
　なお、候補者が年齢要件の特例に該当する場合は、地区推薦準備会の設置は省略できません。

区　　長

⑪
委
嘱
状
交
付(連合)地区推薦準備会

※１

市社会福祉審議会
民生委員審査
専門分科会

市民生委員推薦会

厚
生
労
働
大
臣
委
嘱
状

主任児童委員

民生委員・児童委員

③
市
推
薦
会

あ
て
内
申

④
市
推
薦
会

あ
て
内
申

②
推
薦
依
頼

民生委員法による機関
市長委嘱（任期３年）

社会福祉法による機関
市長委嘱（任期３年）

【民生委員審査専門分科会の開催要件】

①推薦会で候補者全員が推薦されなかった場合
（ただし、候補者が一人もいない場合を除く）

②現任の民生委員に非行等の行為があった場合の職権解嘱
について、厚生労働大臣あて具申する際の同意を得る必要
がある場合。

５ 民生委員・児童委員、主任児童委員推薦の流れ
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１ 「地区推薦準備会」開催の流れ 

２ 「地区推薦準備会」進行（シナリオ） 

【関係資料】 

資料の名前 資料の内容など 区へ提出 

資料１ 

民生委員・児童委員、 

主任児童委員候補者 

履歴書 

記載例・記載要領あり 

提出必要 

締切〇／〇 

資料２ 
地区推薦準備会につ

いてのお願い 

○「区長」から「自治会町内会長」あて

○「地区推薦準備会推薦人の選出」と「民

生委員・児童委員候補者の選出」の依頼 

資料３ 
地区推薦準備会の開

催について 

○「自治会町内会代表者」から「地区推薦

準備会推薦人」あて 

○地区推薦準備会の開催日時・場所の連絡

資料４ 
地区推薦準備会会議

録 
記載例・記載要領あり 

提出必要 

締切〇／〇 

資料５ 
地区推薦準備会推薦

人の方々にお願い 

○地区推薦準備会の留意事項

○地区推薦準備会で、座長が、候補者の選

出について審議する前に読み上げる

資料６ 
地区推薦準備会推薦

人選出報告書 

○地区推薦準備会推薦人の選出報告

○「自治会町内会長」が「区役所福祉保健

課」に提出 

提出必要 

締切〇／〇 

資料７ 再任確認書 

※地区推薦準備会を開催しない場合

○「自治会町内会長」が「区役所福祉保健

課」に提出 

提出必要 

締切〇／〇 

２ 地区推薦準備会（民生委員・児童委員） 
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（全ての候補者が再任で年齢要件特例に該当しない場合はｂへ） 　　（年齢要件の特例に該当する場合はaへ）

１ 「地区推薦準備会」開催の流れ

区役所から自治会町内会長の皆様に推薦手続依頼の書類送付

候補者を見つける
・候補者の方に「民生委員・児童委員候補者履歴書」（資料１）を
作成依頼。 ※本人署名を必ず記入してもらってください。

全ての候補者が現任の民生委員で、
自治会町内会等の代表及び地区民児
協の代表が、現在の民生委員を候補
者として再び推薦することに同意し
ている場合（候補者が年齢要件の特
例に該当する場合を除く）
⇒地区推薦準備会省略可能

地区推薦準備会の開催の準備
・推薦人（５～１０人）を選出（「地区推薦準備会について
のお願い」（資料２）を参照）し、「地区推薦準備会推薦人
選出報告書」（資料６）を作成
・開催日時・場所を決め、推薦人の方に「地区推薦準備会の
開催について（資料３）」を送付

地区推薦準備会の開催
・「地区推薦準備会会議録」（資料４）を作成
※「地区推薦準備会推薦人の方々にお願い」（資料５）の読み上げ
※推薦人が半数以上出席していることを確認
※適任者としての確認事項をすべて確認
新任・元職は１～６の項目、再任はすべての項目について確認
（すべて確認できた場合は、「当推薦準備会において、すべての

事項を確認し、市推薦会に推薦することを決定しました。」「【年
齢要件の特例による再任】引き続き候補者を探すことを確認しまし
た。」のチェック欄にチェック）

推薦候補者の書類を区役所福祉保健課へ提出
【提出する書類】
・「民生委員・児童委員候補者履歴書」（様式１）
・「地区推薦準備会会議録」（資料４）
・「地区推薦準備会推薦人選出報告書」（資料６）
※地区推薦準備会を省略した場合
・「民生委員・児童委員候補者履歴書」（様式１）
・「再任確認書」（資料７）

b. 候補者が再任のみa. 候補者に新任、再任（年齢要件の特例に該当）、元職がいる

「再任確認書」
（資料７）を作成
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【開催】 

１ 委員の半数以上の出席を確認します。 

２ 開会宣言を行います。 

  「本日はご多忙中のところご出席いただきありがとうございます。○人中○人の方にご

出席いただきましたので、これより地区推薦準備会（以下「準備会」）を開催いたしま

す。」 

３ 座長を決定します。 

  「私は○○町内会の○○と申します。座長が決まるまで、この場を進行させていただき

ます。座長は委員の互選により定めることとなっております。どなたか座長に立候補、

またはどなたかをご推薦いただけませんでしょうか。」 

※ 推薦または立候補があり、委員が承認した場合

「それでは、○様を座長に準備会を進行させていただきます。」

※ 推薦も立候補もなかった場合

「それでは、引き続き私が座長として準備会を進行させていただいてよろ

しいでしょうか。」

４ 記録者を決定します。 

  「それでは、記録につきまして、どなたか立候補、またはどなたかご推薦いただけませ

んでしょうか。 

※ 立候補または推薦があった場合

「それでは、○○様にお願いいたします。」

※ 立候補も推薦もなかった場合（座長が指名）

「それでは、○○様に書記として記録をお願いいたします。」

５ 「地区推薦準備会推薦人の方々にお願い」を読み上げます。 

  「それでは審議に先立ちまして、皆様に準備会の趣旨や重要な事項をお伝えしますので、

読み上げさせていただきます。」 

例示ですので、各地区の

実情に応じて、推薦準備

会を進めてください。 

２ 地区推薦準備会進行（シナリオ） 
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６－１ 審議を行います。（推薦人が候補者となる場合は退出します。） 

  「それでは候補者の審議に移らせていただきます。」 

※ 欠員補充の場合

「現在○○地区が欠員状態であるため、補充を行わなければなりません。

現在地域より、○村○子さんが候補者として推薦されていますので、 

この方が候補者として適任であるか審議を行いたいと思います。」 

※ 増員の場合

「このたび、○○地区が○○の理由により、担当区域を２つに分割いたし

ました。そのため、新たな△△地区の民生委員を選出しなければなりま

せん。現在地域より、○村○子さんが候補者として推薦されていますの

で、この方が候補者として適任であるか審議を行いたいと思います。」 

「それではこれより、○村さんについて審議を行います。」 

≪年齢要件≫ 

「まずは、年齢の確認でございますが、ご推薦いただきました○村さんの生年月日は昭和

○年○月○日でございまして、令和７年４月１日現在６０歳となりますので、年齢要件を

満たしております。」 

≪適任者としての確認事項≫ 

地区・連合地区推薦準備会会議録（様式第２号）の「適任者としての確認事項」について、

確認します。 

【確認項目】 

「新任」「元職」   １から６を確認 

「再任」 １から 11を確認 

１ 人物   ７  諸報告書の提出状況 

２ 健康状態 ８  関係行政機関への協力状況 

３ 活動の時間 ９  各種行事の参加状況 

４ 生活の安定 10 地区民児協への出席状況 

５ 社会福祉に対する意識   11 研修会への出席状況 

６ 地域住民の信頼 
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※ 候補者の選出について

候補者の人選に当たっては、地域の実情に応じ、地域活動や福祉ボランティ

ア活動の情報等を活用して幅広く候補者の把握に努め、適任者であることにつ

いて、個別に照らし合わせた上で選出するよう努めるものとします。 

６－２ 審議省略（再任（年齢要件の特例に該当する場合を除く）の場合） 

「〇〇地区については、現任の〇木〇夫さんを再び推薦することについて、（自治会町内

会等の代表）〇〇様及び（地区民児協代表）〇〇様が同意されているため、審議については

省略します。 

７ 会議録を作成します 

  書記の方が「地区推薦準備会会議録（様式第２号）」を作成し、推薦人に署名をいただ

きます。（記載要領は、別添記載例を参照してください。） 

８ 閉会 

  「それでは、候補者が決まりましたので、本日の準備会は、閉会といたします。皆様、

大変お疲れ様でした。本日はどうもありがとうございました。」 
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秘
（様式第１号）

作成日（西暦） 　　年　　月　　日

ふ　り　が　な （西暦）

氏 名 年 月 日

住 所

電　話　番　号 　　　　年　　　　月

メールアドレス
(任意)

現 在 の 職 業
（　常勤　・　パート等　）

委員名・活動内容等

地区民児協名 地区民児協
担当
地区

□ 新任（経験なし）

□ 再任

□ 再任で年齢特例適用

□ 元職（過去に経験あり）

【使用目的について】

　　民生委員・児童委員、主任児童委員候補者履歴書は、地区・連合地区推薦準備会、横浜市
　民生委員推薦会及び横浜市社会福祉審議会民生委員審査専門分科会における審議資料として
　作成をお願いするものです。民生委員として委嘱された場合、記載いただいた情報の一部
　は、事務局・関係機関でのみ使用します（※）。また、候補者に選出されなかった場合は、
　速やかにお返しします。　　　　　※使用する情報：氏名、住所、電話番号、メールアドレス

【本人確認欄】 必ず候補者本人が自署してください

本人署名：

・ 私はこの書類の使用目的を確認しましたので、審議資料として使用されることに同意します。

・ ［年齢要件の特例による再任の場合のみ］
私は健康で民生委員・児童委員活動に意欲があり、活動に支障はありません。

地　域　活　動

ボランティア活動

等 の 参 加 状 況

活　動　期　間　等

～　　　ああああ

～

民 生 委 員 歴
主任児童委員歴

該当する区分に
✓してください

　委嘱年月

年 月

主 な 職 歴

男
・
女

生年

月日

区

現住所居住年数

候補者履歴書
民生委員・児童委員

主 任 児 童 委 員

資料１
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秘
（様式第１号）

作成日（西暦） 　　 〇〇〇〇年〇月〇日

ふ　り　が　な まるむら　まるこ （西暦）

氏 名 〇村　　　〇子 　　 〇〇〇〇年〇月〇日

住 所

電　話　番　号 〇〇〇－〇〇〇－〇〇〇 　15 年 ６ 月

メールアドレス
(任意)

現 在 の 職 業
会社員  （　常勤　・　パート等　）

公務員

委員名・活動内容等

保健活動推進員

○○小学校ＰＴＡ会長

地区民児協名 〇〇〇〇地区民児協
担当
地区

〇〇地区

☑ 新任（経験なし）

□ 再任

□ 再任で年齢特例適用

□ 元職（過去に経験あり）

【使用目的について】

　　民生委員・児童委員、主任児童委員候補者履歴書は、地区・連合地区推薦準備会、横浜市
　民生委員推薦会及び横浜市社会福祉審議会民生委員審査専門分科会における審議資料として
　作成をお願いするものです。民生委員として委嘱された場合、記載いただいた情報の一部
　は、事務局・関係機関でのみ使用します（※）。また、候補者に選出されなかった場合は、
　速やかにお返しします。　　　　　※使用する情報：氏名、住所、電話番号、メールアドレス

【本人確認欄】 必ず候補者本人が自署してください

本人署名：　　〇村　〇子

主 な 職 歴

男
・
女

生年

月日

〇〇区〇〇町１－１

現住所居住年数

〇〇〇〇＠・・・co.jp

・ 私はこの書類の使用目的を確認しましたので、審議資料として使用されることに同意します。

・ ［年齢要件の特例による再任の場合のみ］
私は健康で民生委員・児童委員活動に意欲があり、活動に支障はありません。

地　域　活　動

ボランティア活動

等 の 参 加 状 況

活　動　期　間　等

平成20年４月　～　現在ああああ

平成元年　～　平成３年

民 生 委 員 歴
主任児童委員歴

該当する区分に
✓してください

　委嘱年月

年 月

候補者履歴書
民生委員・児童委員

主 任 児 童 委 員

資料１

地区民児協内の候補者

記入例
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＜民生委員・児童委員、主任児童委員候補者履歴書 記入要領＞ 

氏名 ・住民基本台帳に記載されているとおり、正確に記入してください。

住所 ・棟番号、マンション名、部屋番号も記入してください。

電話番号 ・原則として自宅の電話番号を記入してください。

・自宅以外の連絡先を記入する場合は、連絡先名称も記入してください。

メールアドレス ・メールアドレスを記入してください。（任意）

現在の職業 ・次の区分で記入してください。「その他」の場合は具体的に記入してください。

（会社員、福祉関係従事者、医療関係従事者（医師、看護師、事務等）、自営

業、公務員、小学校・中学校・高校・大学教員、家事専業者、無職、その他） 

・福祉関係従事者の方など、民生委員・児童委員、主任児童委員の職務に関係が

あると思われる職業の場合は、具体的に記入してください。

・雇用契約等にかかわらず、常勤に近い勤務の方は「常勤」に、その他の場合は「パ

ート等」のいずれかに○印をつけてください。自営業の場合は「常勤」「パート」の

いずれにも〇はつけないでください。

主な職歴 ・就業期間の長い職歴や民生委員・児童委員、主任児童委員の職務に関係がある

と思われる職歴を記入してください。

地域活動、ボラン

ティア活動等の参

加状況 

・次に掲げるような地域活動やボランティア活動、行政から委嘱を受けている活動に

ついて、役職を問わず記入してください。

(例)自治会町内会、子ども会、老人クラブ、ＰＴＡ、高齢者配食ボランティア、障害

児者当事者グループ活動、青少年指導員、保健活動推進員 

・次の場合は「委員名・活動内容等」の欄に「民生委員」又は「主任児童委員」と

記入してください。活動期間も記入してください。

・「新任」で、現在、民生委員・児童委員の方が主任児童委員候補者となる場合

・「新任」で、現在、主任児童委員の方が民生委員・児童委員候補者となる場合

・「元職」の場合

 地区民児協名 ・「新任」「元職」の方は、委嘱日以降に所属する地区民児協名を記入してください。

・「再任」の方は、現在所属している地区民児協名を記入してください。

担当地区 ・民生委員・児童委員の場合は、担当する地区名を記入してください。

・主任児童委員の場合は、「主任児童委員」と記入してください。

民生委員歴、 

主任児童委員歴 

■該当するものに✓印をつけてください。

「新任」 

これまでに民生委員・児童委員、主任児童委員に委嘱されたことがない方 

※現在、民生委員・児童委員の方が主任児童委員候補者となる場合や現在、

主任児童委員の方が民生委員・児童委員候補者となる場合も新任となります。 

「再任」【一斉改選時のみ】 

現在、民生委員・児童委員、主任児童委員の方 

「元職」 

以前、民生委員・児童委員、主任児童委員に委嘱されて退任された方 
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委嘱年月日 ・「再任」「再任で年齢特例適用」「元職（過去に経験あり）の方は、初めて委嘱され

た日を記入してください｡ 

※「新任」の方は、記入の必要はありません。

本人確認欄 ・【使用目的について】の記載内容を確認した上で署名をしてください。

※現住所居住年数、（民生委員、主任児童委員の）在職年数の基準日は令和７年12月１日現在です。
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  年  月  日 

様 

区 長 

地区推薦準備会についてのお願い 

本年12月1日付で、民生委員・児童委員の一斉改選を行います。 

民生委員・児童委員候補者は、その担当地区ごとに設置する地区推薦準備会において､

選出していただくことになっておりますので、この地区推薦準備会の結成につきまして､

次のとおり取りまとめをお願いいたします。 

選出いただいた地区推薦準備会推薦人の氏名は、別紙の様式「地区推薦準備会推薦人選

出報告書」に御記入いただき、地区推薦準備会終了後に「民生委員・児童委員候補者履歴

書」及び「地区推薦準備会会議録」と合わせて、各区福祉保健課に御提出くださるよう

お願いいたします。 

 なお、令和７年12月の一斉改選より、全ての候補者が現任の民生委員で、自治会町内会

等の代表及び地区民児協の代表が、現任の民生委員を候補者として推薦することに同意す

る場合は、地区推薦準備会の設置を省略できることとしています。その場合は、「民生委

員・児童委員候補者履歴書」及び「再任確認書」を各区福祉保健課に御提出くださるよう

お願いいたします。 

※候補者が年齢要件の特例に該当する場合は、地区推薦準備会の設置が必要となります

ので、ご注意ください。 

【地区推薦準備会推薦人の選出について】 

１ 推薦人については、地域の実情に通じ、地域住民の福祉等に関係ある者(※)を選出し、

５人以上10人以内で構成してください。 

(※例示) 

(1) 自治会町内会の代表（必須）

(2) 地区民生委員児童委員協議会の代表（必須）

(3) 保健活動推進員

(4) Ｐ・Ｔ・Ａ

(5) スポーツ推進委員

(6) 青少年指導員 裏面あり 

資料２ 
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(7) 老人クラブ

(8) 女性組織

(9) その他（ボランティアグループ、当事者グループ、子育てグループ、地域ケア

プラザ職員、各種福祉施設職員、等）

２ 自治会町内会及び地区民生委員児童委員協議会からは、その組織の代表をそれぞれ 

一人は必ず推薦人としてください。また、その選出に当たっては、それぞれの組織と  

協議の上で行ってください。ただし、当該地区担当の民生委員は除きます。 

地区推薦準備会の開催に際しても、この両者が出席しない場合は、地区推薦準備会が

開催できないこととしておりますので、御留意ください。 

【民生委員・児童委員候補者の選出について】 

１ 適任者 

横浜市会の議員の選挙権を有する18歳以上の方のうち、次の各号に掲げる民生委員と

しての適任者の要件を具備する方を選出してください。 

なお、適任者については、地区民生委員児童委員協議会の会長・副会長等の意見を  

聴取するなど、その意見も参考にして選出してください。 

(1) 福祉の仕事に理解と熱意があり、民生委員活動に相当な時間を割くことができる者

(2) 円満な常識を持ち、健康である者

(3) その地域に居住し、住民の信頼があり、その地域の実情を十分把握しているだけ

ではなく、地域の住民の誰もが気軽に相談に行けるような者 

２ 居住要件 

 原則として民生委員として担当する地域に居住している方を推薦してください。ただ

し、特別な事情がある場合に限り、民生委員として担当する地域以外に居住している方

を推薦することができますので、その場合は区役所福祉保健課へご相談ください。 

３ 留意事項 

次の各号に該当する方は、民生委員としてふさわしくないため、特に留意してくださ

い。 

(1) 本来の業務が多忙なため、又は病弱その他のため、民生委員としての職務を行う

ことが困難な者 

(2) 民生委員としてふさわしくない非行のあった者

(3) 民生委員としての立場や活動を政党又は政治的目的のために利用した者、又は利用

するおそれのある者 
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  年  月  日 

地区推薦準備会推薦人 各位 

自治会町内会代表者 

地区推薦準備会の開催について 

今回の民生委員・児童委員候補者の選出につきましては、地区推薦準備会推薦人をお引

き受けいただき、ありがとうございます。 

次のとおり地区推薦準備会を開催いたしますので、お忙しいところ誠に恐縮ですが、御

参集くださいますようお願い申し上げます。 

  日時： 月 日 （  ） 

時 分  

  場所： 

資料３ 
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推薦する自治会

町内会等名

開催日時

開催場所

チェック欄

座長（　　　　　　　　　　 ）　　記録者（ ）

３　「（連合）地区推薦準備会推薦人の方々にお願い」読み上げ □

□

５　再任者※の審議省略　※原則の年齢による再任者のみ

□

　推薦人（自治会町内会等の代表）（地区連合町内会等の代表）

　推薦人

　推薦人

　推薦人

地区民児協名

（様式第２号）

地区推薦準備会会議録
作成日（西暦） 年 月 日

～推薦準備会を開催した場合～

年　　月　　日　　午前・午後 時　　分　～ 時　　分

会 議 の 要 旨

会議における確認事項等

１　準備会の成立確認

□
推薦人総数 名中 名出席

２　座長及び記録者の選出（互選）

□

４　適任者としての確認事項の審議

　５　社会福祉に対する意識 　11　研修会への出席状況

□
候補者の再任について、自治会町内会等の代表及び地区民児協の代表が同意している

≪特記事項≫

新任・再任・元職共通 再任者のみ

　１　人物 　７　諸報告書の提出状況

　２　健康状態 　８　関係行政機関への協力状況

　３　活動の時間 　９　各種行事の参加状況

　４　生活の安定 　10　地区民児協への出席状況

推薦人

　６　地域住民の信頼

すべての事項を確認し、市推薦会に推薦することを決定しました。
【年齢要件の特例による再任】引き続き候補者を探すことを確認しました。

記載内容に相違ないことを認め、署名します（以下の欄は自署してください）。

　推薦人

適任者としての

確認事項

推薦人（地区民児協の代表）

　推薦人

推薦人

推薦人

（記入後は区役所福祉保健課に提出してください。）

資料４

候補者氏名　・　前任者氏名　・　担当地区名　の記載は裏面です
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区分 担当地区名

新　任

再　任

元　職

候補者氏名 前任者氏名

新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職

新　任

再　任

元　職

新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
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推薦する自治会

町内会等名

開催日時

開催場所

チェック欄

座長（　○山　○夫　 ）　　記録者（　○島　○美　 ）

３　「（連合）地区推薦準備会推薦人の方々にお願い」読み上げ ☑

☑

５　再任者※の審議省略　※原則の年齢による再任者のみ

☑

　推薦人（自治会町内会等の代表）（地区連合町内会等の代表）

○山　○夫

　推薦人

　推薦人

　推薦人

〇下　〇子

（記入後は区役所福祉保健課に提出してください。）

推薦人　〇上　〇助

　６　地域住民の信頼

すべての事項を確認し、市推薦会に推薦することを決定しました。
【年齢要件の特例による再任】引き続き候補者を探すことを確認しました。

記載内容に相違ないことを認め、署名します（以下の欄は自署してください）。

　推薦人　

適任者としての

確認事項

推薦人（地区民児協の代表）

　推薦人
○川　○彦

推薦人　〇谷　〇子

推薦人　〇島　〇美

　５　社会福祉に対する意識 　11　研修会への出席状況

☑
候補者の再任について、自治会町内会等の代表及び地区民児協の代表が同意している

≪特記事項≫

新任・再任・元職共通 再任者のみ

　１　人物 　７　諸報告書の提出状況

　２　健康状態 　８　関係行政機関への協力状況

　３　活動の時間 　９　各種行事の参加状況

　４　生活の安定 　10　地区民児協への出席状況

（元号）〇年〇月〇日　　午前・午後 ２時00分　～３時00分

○○○○町内会館

会 議 の 要 旨

会議における確認事項等

１　準備会の成立確認

☑
推薦人総数 ６ 名中 ６ 名出席

２　座長及び記録者の選出（互選）

☑

４　適任者としての確認事項の審議

地区民児協名 ○○○○

（様式第２号）

地区推薦準備会会議録
作成日（西暦）　〇〇〇〇年〇月〇日

～推薦準備会を開催した場合～

○○○○町内会

資料４

候補者氏名　・　前任者氏名　・　担当地区名　の記載は裏面です
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区分 担当地区名

新　任

再　任

元　職

〇村　〇子 〇藤　〇雄 ○○○○　

〇木　〇夫 〇木　〇夫 ○○○○　

新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職

新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職

候補者氏名 前任者氏名

新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職

地区推薦準備会を開催した場合は、年齢要件の特例に
かかわらず再任者すべての氏名を記載してください。

※再任（年齢要件の特例を除く）の場合は、地区推薦
準備会での審議は省略できますが、「地区推薦準備会
会議録」には記載します。
※再任（年齢要件の特例を除く）のみで、自治会町内
会等の代表及び地区民児協の代表が、現任の民生委員
を候補者として推薦することに同意する場合、地区推
薦準備会の設置を省略することができます。省略した
場合は、「地区推薦準備会会議録」は作成せず、「再
任確認書（様式３）」を作成します。
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＜地区・連合地区推薦準備会会議録 記入要領＞ 

出席者数 ・地区推薦準備会、又は連合地区推薦準備会の推薦人に選出された方のうち、

出席者の人数を記入してください。

※地区推薦準備会は自治会町内会の代表の方と地区民児協の代表の方が、

連合地区推薦準備会は地区連合町内会の代表の方と地区民児協の代表の方が

必ず出席し、かつ推薦人の半数以上の方が出席されないと開催できません。

（推薦人は５～10名で構成。５名の場合は３名以上、10名の場合は５名以上の

出席が必要です。）

会議の要旨 ・「会議における確認事項等」に沿って進め、確認等を行った欄については

チェック欄にチェックを記入してください。

・問題がある場合や意見があった場合

理由を特記事項に記入してください。

適任者として

の確認事項 

・候補者が、民生委員・児童委員又は主任児童委員として適任者であるかどうか、

確認してください。 

【確認項目】 

「新任」「元職」  １から６ 

「再任」   １から11 

（７～11は、地区民生委員児童委員協議会の代表と協力して確認してください。） 

推薦決定 ・適任者として確認できた場合は「すべての事項を確認し、市推薦会に推薦する

ことを決定しました。」「【年齢要件の特例による再任】引き続き候補者を探

すことを確認しました。」のチェック欄にチェックを記入してください。

署名 ・出席した全ての推薦人の方が、会議録の内容を確認し、署名してください。

・押印は不要です。

候補者氏名 ・候補者の氏名を記入してください。

区分 ・候補者履歴書を確認し、いずれかに○印をつけてください。

「新任」 

これまでに民生委員・児童委員、主任児童委員に委嘱されたことがない方 

※現在、民生委員・児童委員の方が主任児童委員候補者となる場合や

現在、主任児童委員の方が民生委員・児童委員候補者となる場合も 

新任となります。 

「再任」【一斉改選時のみ】 

現在、民生委員・児童委員、主任児童委員の方 

「元職」 

以前、民生委員・児童委員、主任児童委員に委嘱されて退任された方 

前任者氏名 ・前任者がいた場合は、前任者の氏名を記入してください。

担当地区名 ・担当地区名を記入してください。
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別　紙

＊　会議の座長は、推薦人の互選により定めてください。座長は、候補者の審議に先立ち、

　　この文書を必ず読み上げ、趣旨の徹底を図ってください。

　　「地区推薦準備会推薦人の方々にお願い」

横　浜　市　

　民生委員・児童委員は、誰もが身近な地域で安心して暮らせるように、「地域福祉の推進

役」として、その役割が期待されています。近年、社会情勢や社会福祉の制度が大きく変化

する中で、ますます重要なものとなっています。

　民生委員・児童委員候補者の選出に当たっては、民生委員としての職務を遂行できる適任

者を地域の中で把握し、審議していただくことが制度の基本となるところです。

　このようなことから、民生委員・児童委員候補者を選出していただく地区推薦準備会の任

務は非常に重要なものとなりますので、次の事項に御留意いただき、民主的かつ公正な審議

を行い、適任者を選出してくださるようお願いいたします。

　次に、「横浜市民生委員・児童委員推薦要綱」に定められた事項の中から、特に重要な事

項を読み上げます。

１　地区推薦準備会の運営について　

(1) 地区推薦準備会は、自治会町内会の代表及び地区民生委員児童委員協議会の代表が必

ず出席し、かつ推薦人の半数以上の出席がなければ開くことができません。

(2) 地区推薦準備会は会議の開催に先立ち、審議資料として民生委員・児童委員候補者履

歴書（推薦要綱様式第１号）を、被推薦人の同意を得た上で作成してください。

(3) 会議は非公開とし、出席者は議事に関して秘密を厳守してください。

(4) 推薦人は、会議が一部の組織の代表者等によって、その意思決定に影響を与えられる

ことがないよう、民主的かつ公正な運営に努めてください。

(5) 候補者の人選に当たっては、地域の実情に応じ、地域活動や福祉ボランティア活動の

情報等を活用して幅広く候補者の把握に努め、「適任者」及び「留意事項」に掲げる

資格要件等について、個別に照らし合わせた上で選出するよう努めてください。

(6) 議事が、推薦人本人又は親族等に及ぶ場合は、当該推薦人は退席してください。

(7) 候補者の推薦理由等会議の状況は、地区推薦準備会会議録（推薦要綱様式第２号）に

詳細に記録してください。

２　民生委員・児童委員の職務

(1) 住民の生活状態を必要に応じ適切に把握しておくこと。

(2) 支援を必要とする者がその有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよ

うに生活に関する相談に応じ、助言その他援助を行うこと。

(3) 援助を必要とする者が福祉サービスを適切に利用するために必要な情報の提供その他

を行うこと。

(4) 社会福祉を目的とする事業を経営する者又は社会福祉に関する活動を行う者と密接に

連携し、その事業又は活動を支援すること。

(5) 地域福祉を推進する中核となり、ボランティア等との連絡調整を図ること。

(6) 福祉保健センターその他関係行政機関の業務に協力すること。

(7) 上記のほか、必要に応じて、住民の福祉の増進を図るための活動を行うこと。

資料５
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３　適任者　

　　横浜市会の議員の選挙権を有する18歳以上の方のうち、次の各号に掲げる民生委員と

　しての適任者の要件を具備する方を選出してください。

(1) 福祉の仕事に理解と熱意があり、民生委員活動に必要な時間を割くことができる者

(2) 円満な常識を持ち、健康である者

(3) その地域に居住し、住民の信頼があり、その地域の実情を十分把握しているだけでは

なく、地域の住民の誰もが気軽に相談に行けるような者

４　留意事項

　　次の各号に該当する方は、推薦にあたって留意してください。

(1) 本来の業務が多忙なため、又は病弱その他のため、民生委員としての職務を行うこと

が困難な者

(2) 民生委員としてふさわしくない非行のあった者

(3) 民生委員としての立場や活動を政党又は政治的目的のために利用した者、又は利用す

るおそれのある者

５　推薦についての留意事項

(1) 福祉への理解と熱意

最近における高齢者、障害者及び児童福祉問題の重要性を考慮して、これらの問題に

　　ついても、十分な理解と熱意をもって積極的な活動が期待できる方を選出してください。

(2) 年齢要件

なお、68歳を超える方を推薦せざるを得ない場合でも、それに近い方を推薦するよう

75歳以上の方とすることができます。（条件あり）

(3) 居住要件

原則として民生委員として担当する地域に居住している方を推薦してください。ただ

　　し、特別な事情がある場合に限り、民生委員として担当する地域以外に居住している方

　　を推薦することができます。

(4) 個人情報

民生委員の職務を遂行する際の個人情報の取扱いについて十分配慮し、適正な管理が

　　できる方を選出してください。

(5) 現任民生委員の推薦

現任の民生委員の方を再度選出する場合は､次に掲げる状況について把握し､今後も

　　積極的な活動が行える方を選出してください。

諸報告書の提出状況、関係行政機関への協力状況、各種行事への参加状況、

地区民生委員児童委員協議会への出席状況、研修会への出席状況

※状況の把握に当たっては、地区民生委員児童委員協議会の代表と協力の上、確認を

行ってください。

ウ 元民生委員の方→74歳まで(昭和25年４月２日以降出生)の方を選出してください。

ア 新任の方→ 68歳まで(昭和31年４月２日以降出生)の方を選出してください。

ただし、候補者の選出が困難な場合に限り、74歳まで(昭和25年４月２日以降出生)

の方を選出することができます。

努めることとします。

イ 現任の方→74歳まで(昭和25年４月２日以降出生)の方を選出してください。

現任について、選出が困難な場合に限り、1期（3年間）のみを再任期間として、

　　【条件】
下記３つの条件を満たしたときのみ、推薦ができるものとする。
①健康で本人に意欲があり活動に支障がない
②自治会町内会の代表（会長）の同意がある
③地区民児協の代表（会長）の同意がある
※ただし、特例的な扱いであることから、引き続き後任者の選出に努める。
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年　　月　　日

地区推薦準備会推薦人を次のとおり選出しましたので報告します。

氏 名
住　　　所

（町名から記載してください）

合計（ ）人

（地区推薦準備会終了後に区役所福祉保健課へ提出してください。）　

地区推薦準備会推薦人選出報告書

民 生 委 員 担 当 地 区 名
（複数ある場合は全て記入）

自治会町内会会長氏名（報告者）

７

８

９

10

選出区分（所属団体等）

１ 自治会町内会の代表（必須）

２
地区民生委員児童委員協議会
の代表（必須）

３

地
域
住
民
の
福
祉
等
に
関
係
あ
る
者

４

５

６

資料６
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令和○年〇月〇日

地区推薦準備会推薦人を次のとおり選出しましたので報告します。

氏 名
住　　　所

（町名から記載してください）

○山　○夫 ○○町１－１

○川　○彦 ○○町２－２

保健活動推進員 ○谷　○子 ○○町３－３

ＰＴＡ ○島　○美 ○○町４－４

青少年指導員 ○上　○助 ○○町５－５

合計（　５　）人

（地区推薦準備会終了後に区役所福祉保健課へ提出してください。）　

地区推薦準備会推薦人選出報告書

民 生 委 員 担 当 地 区 名
○○地区

（複数ある場合は全て記入）

自治会町内会会長氏名（報告者） ○山　○夫

７

８

９

10

選出区分（所属団体等）

１ 自治会町内会の代表（必須）

２
地区民生委員児童委員協議会
の代表（必須）

３

地
域
住
民
の
福
祉
等
に
関
係
あ
る
者

４

５

６

資料６

記入例
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推薦する自治会

町内会等名

チェック欄

□すべての事項を確認し、市推薦会に推薦することを決定しました。

記載内容に相違ないことを認め、署名します（以下の欄は自署してください）。

　推薦人（自治会町内会等の代表）（地区連合町内会等の代表）

　推薦人（地区民児協の代表）

（記入後は区役所福祉保健課に提出してください。）

　10　地区民児協への出席状況

　６　地域住民の信頼

確認事項

確認事項の詳細

１　候補者の再任についての同意、適任者としての確認事項の確認 □

２　推薦準備会の省略 □

　５　社会福祉に対する意識 　11　研修会への出席状況

適任者としての

確認事項

新任・再任・元職共通 再任者のみ

　１　人物 　７　諸報告書の提出状況

　２　健康状態 　８　関係行政機関への協力状況

　３　活動の時間 　９　各種行事の参加状況

　４　生活の安定

候補者氏名 担当地区名

地区民児協名

（様式第３号）

再任確認書
作成日（西暦） 年 月 日

～推薦準備会を開催しない場合～

資料7
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推薦する自治会

町内会等名

チェック欄

☑

地区民児協名 ○○○○

（様式第３号）

再任確認書
作成日（西暦）　〇〇〇〇年〇月〇日

～推薦準備会を開催しない場合～

○○○○町内会

候補者氏名 担当地区名

〇山　〇美 ○○○○　

　５　社会福祉に対する意識 　11　研修会への出席状況

適任者としての

確認事項

新任・再任・元職共通 再任者のみ

　１　人物 　７　諸報告書の提出状況

　２　健康状態 　８　関係行政機関への協力状況

　３　活動の時間 　９　各種行事の参加状況

　４　生活の安定 　10　地区民児協への出席状況

　６　地域住民の信頼

確認事項

確認事項の詳細

１　候補者の再任についての同意、適任者としての確認事項の確認 ☑

２　推薦準備会の省略 ☑

すべての事項を確認し、市推薦会に推薦することを決定しました。

記載内容に相違ないことを認め、署名します（以下の欄は自署してください）。

　推薦人（自治会町内会等の代表）（地区連合町内会等の代表）　 ○山　○夫

推薦人（地区民児協の代表）　○川　○彦

（記入後は区役所福祉保健課に提出してください。）

資料7
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１ 「連合地区推薦準備会」開催の流れ 

２ 「連合地区推薦準備会」進行（シナリオ） 

【関係資料】 

資料の名前 資料の内容など 区へ提出 

資料１ 民生委員・児童委員、 

主任児童委員候補者

履歴書 

記載例・記載要領あり 

提出必要 

締切〇／〇 

資料２ 連合地区推薦準備会

についてのお願い 

○「区長」から「地区連合町内会長」あて

○「連合地区推薦準備会推薦人の選出」と

「主任児童委員候補者の選出」の依頼

資料３ 連合地区推薦準備会

の開催について 

○「地区連合町内会代表者」から「連合地区

推薦準備会推薦人」あて

○連合地区推薦準備会の開催日時・場所の

連絡

資料４ 地区・連合地区推薦

準備会会議録 
記載例・記載要領あり 

提出必要 

締切〇／〇 

資料５ 連合地区推薦準備会

推薦人の方々にお願

い 

○連合地区推薦準備会の留意事項

○連合地区推薦準備会で、座長が、候補者の

選出について審議する前に読み上げる

資料６ 連合地区推薦準備会

推薦人選出報告書 

○連合地区推薦準備会推薦人の選出報告

○「地区連合町内会長」が「区役所福祉保健

課」に提出

提出必要 

締切〇／〇 

資料７ 再任確認書 

※連合地区推薦準備会を開催しない場合

○「地区連合町内会長」が「区役所福祉保健

課」に提出

提出必要 

締切〇／〇 

３ 連合地区推薦準備会（主任児童委員） 
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１「連合地区推薦準備会」開催の流れ

区役所から連合町内会長の皆様に推薦手続依頼の書類送付

候補者を見つける
・候補者の方に「主任児童委員候補者履歴書」（資料１）を作成依頼。
※本人署名を必ず記入してもらってください。

全ての候補者が現任委員で、
連合自治会町内会等の代表及
び地区民児協の代表が、現在
の主任児童委員を候補者とし
て再び推薦することに同意し
ている場合
⇒連合地区推薦準備会省略可
能

連合地区推薦準備会の開催の準備
・推薦人（５～１０人）を選出（「連合地区推薦準備会についての
お願い」（資料２）を参照）し、「連合地区推薦準備会推薦人選出
報告書」（資料６）を作成
・開催日時・場所を決め、推薦人の方に「連合地区推薦準備会の開
催について（資料３）」を送付

連合地区推薦準備会の開催
・「連合地区推薦準備会会議録」（資料４）を作成
※「連合地区推薦準備会推薦人の方々にお願い」（資料５）の読み上げ
※推薦人が半数以上出席していることを確認
※適任者としての確認事項をすべて確認
新任・元職は１～６の項目、再任はすべての項目について確認
（すべて確認できた場合は、「当推薦準備会において、すべての事項
を確認し、市推薦会に推薦することを決定しました。」のチェック欄
にチェック）

推薦候補者の書類を区役所福祉保健課へ提出
【提出する書類】
・「主任児童委員候補者履歴書」（様式１）
・「連合地区推薦準備会会議録」（資料４）
・「地区推薦準備会推薦人選出報告書」（資料６）
※地区推薦準備会を省略した場合
・「主任児童委員候補者履歴書」（様式１）
・「再任確認書」（資料７）

b. 候補者が再任のみa.候補者に新任、元職がいる

「再任確認書」
（資料７）を作成
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【開催】 

１ 委員の半数以上の出席を確認します。 

２ 開会宣言を行います。 

  「本日はご多忙中のところご出席いただきありがとうございます。○人中○人の方にご

出席いただきましたので、これより連合地区推薦準備会（以下「準備会」）を開催いた

します。」 

３ 座長を決定します。 

  「私は○○町内会の○○と申します。座長が決まるまで、この場を進行させていただき

ます。座長は委員の互選により定めることとなっております。どなたか座長に立候補、

またはどなたかをご推薦いただけませんでしょうか。」 

※ 推薦または立候補があり、委員が承認した場合

「それでは、○様を座長に準備会を進行させていただきます。」

※ 推薦も立候補もなかった場合

「それでは、引き続き私が座長として準備会を進行させていただいてよ

ろしいでしょうか。」

４ 記録者を決定します。 

  「それでは、記録につきまして、どなたか立候補、またはどなたかご推薦いただけませ

んでしょうか。 

※ 立候補または推薦があった場合

「それでは、○○様にお願いいたします。」

※ 立候補も推薦もなかった場合（座長が指名）

「それでは、○○様に書記として記録をお願いいたします。」

５ 「連合地区推薦準備会推薦人の方々にお願い」を読み上げます。 

  「それでは審議に先立ちまして、皆様に準備会の趣旨や重要な事項をお伝えしますので、

読み上げさせていただきます。」 

２ 連合地区推薦準備会進行（シナリオ） 
例示ですので、各地区の

実情に応じて、推薦準備

会を進めてください。 
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６－１ 審議を行います。 

  「それでは候補者の審議に移らせていただきます。」 

※ 欠員補充の場合

「現在○○地区が欠員状態であるため、補充を行わなければなりま

せん。現在地域より、○村○子さんが候補者として推薦されていま

すので、この方が候補者として適任であるか審議を行いたいと思い

ます。」 

※ 増員の場合

「このたび、○○地区民生委員児童委員協議会の民生委員・児童委

員の定数が 40 人以上となりました。そのため、新たに 1 名を選出

しなければなりません。現在地域より、○村○子さんが候補者とし

て推薦されていますので、この方が候補者として適任であるか審議

を行いたいと思います。」 

「それではこれより、○村さんについて審議を行います。」 

≪年齢要件≫ 

「まずは、年齢の確認でございますが、ご推薦いただきました○村さんの生年月日は昭和

○年○月○日でございまして、令和７年４月１日現在５２歳となりますので、年齢要件を

満たしております。」 

≪適任者としての確認事項≫ 

地区・連合地区推薦準備会会議録（様式第２号）の「適任者としての確認事項」について、

確認します。 

【確認項目】 

「新任」「元職」   １から６を確認 

「再任」      １から 11を確認 

１ 人物  ７  諸報告書の提出状況 

２ 健康状態 ８  関係行政機関への協力状況 

３ 活動の時間 ９  各種行事の参加状況 

４ 生活の安定 10 地区民児協への出席状況 

５ 社会福祉に対する意識   11 研修会への出席状況 

６ 地域住民の信頼 
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※ 候補者の選出について

候補者の人選に当たっては、地域の実情に応じ、地域活動や福祉ボランティ 

ア活動の情報等を活用して幅広く候補者の把握に努め、適任者であることについ

て、個別に照らし合わせた上で選出するよう努めるものとします。 

６－２ 審議省略（再任の場合） 

「〇〇地区については、現任の〇木〇夫さんを再び推薦することについて、（連合自治会

町内会等の代表）〇〇様及び（地区民児協代表）〇〇様が同意しているため、審議につい

ては省略します。 

７ 会議録を作成します 

  書記の方が「地区・連合地区推薦準備会会議録（様式第２号）」を作成し、推薦人に署

名をいただきます。（記載要領は、別添記載例を参照してください。） 

８ 閉会 

  「それでは、候補者が決まりましたので、本日の準備会は、閉会といたします。皆様、

大変お疲れ様でした。本日はどうもありがとうございました。」 
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秘
（様式第１号）

作成日（西暦） 　　年　　月　　日

ふ　り　が　な （西暦）

氏 名 年 月 日

住 所

電　話　番　号 　　　　年　　　　月

メールアドレス
(任意)

現 在 の 職 業
（　常勤　・　パート等　）

委員名・活動内容等

地区民児協名 地区民児協
担当
地区

□ 新任（経験なし）

□ 再任

□ 再任で年齢特例適用

□ 元職（過去に経験あり）

【使用目的について】

　　民生委員・児童委員、主任児童委員候補者履歴書は、地区・連合地区推薦準備会、横浜市
　民生委員推薦会及び横浜市社会福祉審議会民生委員審査専門分科会における審議資料として
　作成をお願いするものです。民生委員として委嘱された場合、記載いただいた情報の一部
　は、事務局・関係機関でのみ使用します（※）。また、候補者に選出されなかった場合は、
　速やかにお返しします。　　　　　※使用する情報：氏名、住所、電話番号、メールアドレス

【本人確認欄】 必ず候補者本人が自署してください

本人署名：

主 な 職 歴

男
・
女

生年

月日

区

現住所居住年数

・ 私はこの書類の使用目的を確認しましたので、審議資料として使用されることに同意します。

・ ［年齢要件の特例による再任の場合のみ］
私は健康で民生委員・児童委員活動に意欲があり、活動に支障はありません。

地　域　活　動

ボランティア活動

等 の 参 加 状 況

活　動　期　間　等

～　　　ああああ

～

民 生 委 員 歴
主任児童委員歴

該当する区分に
✓してください

　委嘱年月

年 月

候補者履歴書
民生委員・児童委員

主 任 児 童 委 員

資料１
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秘
（様式第１号）

作成日（西暦） 　　 〇〇〇〇年〇月〇日

ふ　り　が　な まるむら　まるこ （西暦）

氏 名 〇村　　　〇子 　　 〇〇〇〇年〇月〇日

住 所

電　話　番　号 〇〇〇－〇〇〇－〇〇〇 　15 年 ６ 月

メールアドレス
(任意)

現 在 の 職 業
会社員  （　常勤　・　パート等　）

公務員

委員名・活動内容等

保健活動推進員

○○小学校ＰＴＡ会長

地区民児協名 〇〇〇〇地区民児協
担当
地区

主任児童委員

☑ 新任（経験なし）

□ 再任

□ 再任で年齢特例適用

□ 元職（過去に経験あり）

【使用目的について】

　　民生委員・児童委員、主任児童委員候補者履歴書は、地区・連合地区推薦準備会、横浜市
　民生委員推薦会及び横浜市社会福祉審議会民生委員審査専門分科会における審議資料として
　作成をお願いするものです。民生委員として委嘱された場合、記載いただいた情報の一部
　は、事務局・関係機関でのみ使用します（※）。また、候補者に選出されなかった場合は、
　速やかにお返しします。　　　　　※使用する情報：氏名、住所、電話番号、メールアドレス

【本人確認欄】 必ず候補者本人が自署してください

本人署名：　　〇村　〇子

主 な 職 歴

男
・
女

生年

月日

〇〇区〇〇町１－１

現住所居住年数

〇〇〇〇＠・・・co.jp

・ 私はこの書類の使用目的を確認しましたので、審議資料として使用されることに同意します。

・ ［年齢要件の特例による再任の場合のみ］
私は健康で民生委員・児童委員活動に意欲があり、活動に支障はありません。

地　域　活　動

ボランティア活動

等 の 参 加 状 況

活　動　期　間　等

平成20年４月　～　現在ああああ

平成元年　～　平成３年

民 生 委 員 歴
主任児童委員歴

該当する区分に
✓してください

　委嘱年月

年 月

候補者履歴書
民生委員・児童委員

主 任 児 童 委 員

資料１

主 任 児 童 委 員

記入例
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＜民生委員・児童委員、主任児童委員候補者履歴書 記入要領＞ 

氏名 ・住民基本台帳に記載されているとおり、正確に記入してください。

住所 ・棟番号、マンション名、部屋番号も記入してください。

電話番号 ・原則として自宅の電話番号を記入してください。

・自宅以外の連絡先を記入する場合は、連絡先名称も記入してください。

メールアドレス ・メールアドレスを記入してください。（任意）

現在の職業 ・次の区分で記入してください。「その他」の場合は具体的に記入してください。

（会社員、福祉関係従事者、医療関係従事者（医師、看護師、事務等）、自営

業、公務員、小学校・中学校・高校・大学教員、家事専業者、無職、その他） 

・福祉関係従事者の方など、民生委員・児童委員、主任児童委員の職務に関係が

あると思われる職業の場合は、具体的に記入してください。

・雇用契約等にかかわらず、常勤に近い勤務の方は「常勤」に、その他の場合は「パ

ート等」のいずれかに○印をつけてください。自営業の場合は「常勤」「パート」の

いずれにも〇はつけないでください。

主な職歴 ・就業期間の長い職歴や民生委員・児童委員、主任児童委員の職務に関係がある

と思われる職歴を記入してください。

地域活動、ボラン

ティア活動等の参

加状況 

・次に掲げるような地域活動やボランティア活動、行政から委嘱を受けている活動に

ついて、役職を問わず記入してください。

(例)自治会町内会、子ども会、老人クラブ、ＰＴＡ、高齢者配食ボランティア、障害

児者当事者グループ活動、青少年指導員、保健活動推進員 

・次の場合は「委員名・活動内容等」の欄に「民生委員」又は「主任児童委員」と

記入してください。活動期間も記入してください。

・「新任」で、現在、民生委員・児童委員の方が主任児童委員候補者となる場合

・「新任」で、現在、主任児童委員の方が民生委員・児童委員候補者となる場合

・「元職」の場合

 地区民児協名 ・「新任」「元職」の方は、委嘱日以降に所属する地区民児協名を記入してください。

・「再任」の方は、現在所属している地区民児協名を記入してください。

担当地区 ・民生委員・児童委員の場合は、担当する地区名を記入してください。

・主任児童委員の場合は、「主任児童委員」と記入してください。

民生委員歴、 

主任児童委員歴 

■該当するものに✓印をつけてください。

「新任」 

これまでに民生委員・児童委員、主任児童委員に委嘱されたことがない方 

※現在、民生委員・児童委員の方が主任児童委員候補者となる場合や現在、

主任児童委員の方が民生委員・児童委員候補者となる場合も新任となります。 

「再任」【一斉改選時のみ】 

現在、民生委員・児童委員、主任児童委員の方 

「元職」 

以前、民生委員・児童委員、主任児童委員に委嘱されて退任された方 
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委嘱年月日 ・「再任」「再任で年齢特例適用」「元職（過去に経験あり）の方は、初めて委嘱され

た日を記入してください｡ 

※「新任」の方は、記入の必要はありません。

本人確認欄 ・【使用目的について】の記載内容を確認した上で署名をしてください。

※現住所居住年数、（民生委員、主任児童委員の）在職年数の基準日は令和７年12月１日現在です。
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  年  月  日 

様 

区 長 

連合地区推薦準備会についてのお願い 

本年12月１日付で、主任児童委員の一斉改選を行います。 

主任児童委員候補者は、地区民生委員児童委員協議会ごとに設置する連合地区推薦準備

会において、選出していただくことになっておりますので、この連合地区推薦準備会の結

成につきまして、次のとおり取りまとめをお願いいたします。 

選出いただいた連合地区推薦準備会推薦人の氏名は、別紙の様式「連合地区推薦準備会

推薦人選出報告書」に御記入いただき、地区推薦準備会終了後に「主任児童委員候補者歴

書」及び「連合地区推薦準備会会議録」と合わせて、各区福祉保健課に御提出くださるよ

うお願いいたします。 

 なお、令和７年12月の一斉改選より、全ての候補者が現任の主任児童委員で、連合自

治会町内会等の代表及び地区民児協の代表が、現任の主任児童委員を候補者として推薦す

ることに同意する場合は、連合地区推薦準備会の設置を省略できることとしています。そ

の場合は、「主任児童委員候補者履歴書」及び「再任確認書」を各区福祉保健課に御提出

くださるようお願いいたします。 

【連合地区推薦準備会推薦人の選出について】 

１ 推薦人については、地域の実情に通じ、児童の福祉等に関係ある者(※)を選出し、５

人以上10人以内で構成してください。 

(※例示) 

(1) 地区連合町内会の代表（必須）

(2) 地区民生委員児童委員協議会の代表（必須）

(3) 保健活動推進員

(4) Ｐ・Ｔ・Ａ

(5) スポーツ推進委員

(6) 青少年指導員

(7) 女性組織

裏面あり 

資料２
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(8) その他（ボランティアグループ、当事者グループ、子育てグループ、地域ケア

プラザ職員、各種児童福祉施設職員、等）

２ 地区連合町内会及び地区民生委員児童委員協議会からは、その組織の代表をそれぞれ

一人は必ず推薦人としてください。また、その選出に当たっては、それぞれの組織と  

協議の上で行ってください。ただし、被推薦人となる主任児童委員は除きます。 

連合地区推薦準備会の開催に際しても、この両者が出席しない場合は、連合地区推薦

準備会が開催できないこととしておりますので、御留意ください。 

【主任児童委員候補者の選出について】 

１ 適任者 

横浜市会の議員の選挙権を有する18歳以上の方のうち、次の各号に掲げる主任児童委

員としての適任者の要件を具備する方を選出してください。 

なお、適任者については、地区民生委員児童委員協議会の会長・副会長等の意見を  

聴取するなど、その意見も参考にして選出してください。 

(1) 福祉の仕事に理解と熱意があり、主任児童委員活動に相当な時間を割くことができ

る者 

(2) 円満な常識を持ち、健康である者

(3) その地域に居住し、住民の信頼があり、その地域の実情を十分把握しているだけで

はなく、地域の住民の誰もが気軽に相談に行けるような者 

２ 居住要件 

  原則として主任児童委員として担当する地域に居住している方を推薦してください。

ただし、特別な事情がある場合に限り、主任児童委員として担当する地域以外に居住し

ている方を推薦することができますので、その場合は区役所福祉保健課へご相談くださ

い。 

３ 留意事項 

次の各号に該当する方は、主任児童委員としてふさわしくないため、特に留意して  

ください。 

(1) 本来の業務が多忙なため、又は病弱その他のため、主任児童委員としての職務を

行うことが困難な者 

(2) 主任児童委員としてふさわしくない非行のあった者

(3) 主任児童委員としての立場や活動を政党又は政治的目的のために利用した者、又は

利用するおそれのある者 
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  年  月  日 

連合地区推薦準備会推薦人 各位 

地区連合町内会代表者 

連合地区推薦準備会の開催について 

今回の主任児童委員候補者の選出につきましては、連合地区推薦準備会推薦人をお引き

受けいただき、ありがとうございます。 

次のとおり連合地区推薦準備会を開催いたしますので、お忙しいところ誠に恐縮ですが、

御参集くださいますようお願い申し上げます。 

  日時： 月 日 （  ） 

時 分  

  場所： 

資料３ 
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推薦する自治会

町内会等名

開催日時

開催場所

チェック欄

座長（　　　　　　　　　　 ）　　記録者（ ）

３　「（連合）地区推薦準備会推薦人の方々にお願い」読み上げ □

□

５　再任者の審議省略

□

　推薦人（自治会町内会等の代表）（地区連合町内会等の代表）

　推薦人

　推薦人

　推薦人

地区民児協名

（様式第２号）

連合地区推薦準備会会議録
作成日（西暦） 年 月 日

～推薦準備会を開催した場合～

年　　月　　日　　午前・午後 時　　分　～ 時　　分

会 議 の 要 旨

会議における確認事項等

１　準備会の成立確認

□
推薦人総数 名中 名出席

２　座長及び記録者の選出（互選）

□

４　適任者としての確認事項の審議

　５　社会福祉に対する意識 　11　研修会への出席状況

□
候補者の再任について、地区連合自治会町内会等の代表及び地区民児協の代表が同意
している

≪特記事項≫

新任・再任・元職共通 再任者のみ

　１　人物 　７　諸報告書の提出状況

　２　健康状態 　８　関係行政機関への協力状況

　３　活動の時間 　９　各種行事の参加状況

　４　生活の安定 　10　地区民児協への出席状況

推薦人

　６　地域住民の信頼

すべての事項を確認し、市推薦会に推薦することを決定しました。

記載内容に相違ないことを認め、署名します（以下の欄は自署してください）。

　推薦人

適任者としての

確認事項

推薦人（地区民児協の代表）

　推薦人

推薦人

推薦人

（記入後は区役所福祉保健課に提出してください。）

資料４

候補者氏名　・　前任者氏名　・　担当地区名　の記載は裏面です
3-13 63



区分 担当地区名

新　任

再　任

元　職

候補者氏名 前任者氏名

新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職

新　任

再　任

元　職

新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
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推薦する自治会

町内会等名

開催日時

開催場所

チェック欄

座長（　○山　○夫　 ）　　記録者（　○島　○美　 ）

３　「（連合）地区推薦準備会推薦人の方々にお願い」読み上げ ☑

☑

５　再任者※の審議省略　※原則の年齢による再任者のみ

☑

　推薦人（自治会町内会等の代表）（地区連合町内会等の代表）

○山　○夫

　推薦人

　推薦人

　推薦人

〇下　〇子

（記入後は区役所福祉保健課に提出してください。）

推薦人　〇上　〇助

　６　地域住民の信頼

すべての事項を確認し、市推薦会に推薦することを決定しました。
【年齢要件の特例による再任】引き続き候補者を探すことを確認しました。

記載内容に相違ないことを認め、署名します（以下の欄は自署してください）。

　推薦人　

適任者としての

確認事項

推薦人（地区民児協の代表）

　推薦人
○川　○彦

推薦人　〇谷　〇子

推薦人　〇島　〇美

　５　社会福祉に対する意識 　11　研修会への出席状況

☑
候補者の再任について、自治会町内会等の代表及び地区民児協の代表が同意している

≪特記事項≫

新任・再任・元職共通 再任者のみ

　１　人物 　７　諸報告書の提出状況

　２　健康状態 　８　関係行政機関への協力状況

　３　活動の時間 　９　各種行事の参加状況

　４　生活の安定 　10　地区民児協への出席状況

（元号）〇年〇月〇日　　午前・午後 ２時00分　～３時00分

○○○○町内会館

会 議 の 要 旨

会議における確認事項等

１　準備会の成立確認

☑
推薦人総数 ６ 名中 ６ 名出席

２　座長及び記録者の選出（互選）

☑

４　適任者としての確認事項の審議

地区民児協名 ○○○○

（様式第２号）

地区推薦準備会会議録
作成日（西暦）　〇〇〇〇年〇月〇日

～推薦準備会を開催した場合～

○○○○町内会

資料４

候補者氏名　・　前任者氏名　・　担当地区名　の記載は裏面です
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区分 担当地区名

新　任

再　任

元　職

〇村　〇子 〇藤　〇雄 ○○○○　

〇木　〇夫 〇木　〇夫 ○○○○　

新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職

新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職

候補者氏名 前任者氏名

新　任

再　任

元　職
新　任

再　任

元　職

地区推薦準備会を開催した場合は、年齢要件の特例に
かかわらず再任者すべての氏名を記載してください。

※再任（年齢要件の特例を除く）の場合は、地区推薦
準備会での審議は省略できますが、「地区推薦準備会
会議録」には記載します。
※再任（年齢要件の特例を除く）のみで、自治会町内
会等の代表及び地区民児協の代表が、現任の民生委員
を候補者として推薦することに同意する場合、地区推
薦準備会の設置を省略することができます。省略した
場合は、「地区推薦準備会会議録」は作成せず、「再
任確認書（様式３）」を作成します。
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＜地区・連合地区推薦準備会会議録 記入要領＞ 

出席者数 ・地区推薦準備会、又は連合地区推薦準備会の推薦人に選出された方のうち、

出席者の人数を記入してください。

※地区推薦準備会は自治会町内会の代表の方と地区民児協の代表の方が、

連合地区推薦準備会は地区連合町内会の代表の方と地区民児協の代表の方が

必ず出席し、かつ推薦人の半数以上の方が出席されないと開催できません。

（推薦人は５～10名で構成。５名の場合は３名以上、10名の場合は５名以上の

出席が必要です。）

会議の要旨 ・「会議における確認事項等」に沿って進め、確認等を行った欄については

チェック欄にチェックを記入してください。

・問題がある場合や意見があった場合

理由を特記事項に記入してください。

適任者として

の確認事項 

・候補者が、民生委員・児童委員又は主任児童委員として適任者であるかどうか、

確認してください。 

【確認項目】 

「新任」「元職」  １から６ 

「再任」   １から11 

（７～11は、地区民生委員児童委員協議会の代表と協力して確認してください。） 

推薦決定 ・適任者として確認できた場合は「すべての事項を確認し、市推薦会に推薦する

ことを決定しました。」のチェック欄にチェックを記入してください。

署名 ・出席した全ての推薦人の方が、会議録の内容を確認し、署名してください。

・押印は不要です。

候補者氏名 ・候補者の氏名を記入してください。

区分 ・候補者履歴書を確認し、いずれかに○印をつけてください。

「新任」 

これまでに民生委員・児童委員、主任児童委員に委嘱されたことがない方 

※現在、民生委員・児童委員の方が主任児童委員候補者となる場合や

現在、主任児童委員の方が民生委員・児童委員候補者となる場合も 

新任となります。 

「再任」【一斉改選時のみ】 

現在、民生委員・児童委員、主任児童委員の方 

「元職」 

以前、民生委員・児童委員、主任児童委員に委嘱されて退任された方 

前任者氏名 ・前任者がいた場合は、前任者の氏名を記入してください。

担当地区名 ・担当地区名を記入してください。
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別　紙

＊　会議の座長は、推薦人の互選により定めてください。座長は、候補者の審議に先立ち、

　　この文書を必ず読み上げ、趣旨の徹底を図ってください。

「連合地区推薦準備会推薦人の方々にお願い」
横　浜　市　

　民生委員・児童委員は、誰もが身近な地域で安心して暮らせるように、「地域福祉の推進役」

として、その役割が期待されています。主任児童委員は、児童福祉に関する事項を専門的に担

当する民生委員・児童委員として、「健やかに子どもを生み育てる環境づくり」を推進する重

要な役割を担っています。

　主任児童委員候補者の選出に当たっては、主任児童委員としての職務を遂行できる適任者を

地域の中で把握し、審議していただくことが制度の基本となるところです。

　このようなことから、主任児童委員候補者を選出していただく連合地区推薦準備会の任務は

非常に重要なものとなりますので、次の事項に御留意いただき、民主的かつ公正な審議を行い、

適任者を選出してくださるようお願いいたします。

　次に、「横浜市主任児童委員推薦要綱」に定められた事項の中から、特に重要な事項を読み

上げます。

１　連合地区推薦準備会の運営について　

(1) 連合地区推薦準備会は、地区連合町内会の代表及び地区民生委員児童委員協議会の代表

が必ず出席し、かつ推薦人の半数以上の出席がなければ開くことができません。

(2) 連合地区推薦準備会は会議の開催に先立ち、審議資料として主任児童委員候補者履歴書

（推薦要綱様式第１号）を、被推薦人の同意を得た上で作成してください。

(3) 会議は非公開とし、出席者は議事に関して秘密を厳守してください。

(4) 推薦人は、会議が一部の組織の代表者等によって、その意思決定に影響を与えられるこ

とがないよう、民主的かつ公正な運営に努めてください。

(5) 候補者の人選に当たっては、地域の実情に応じ、地域活動や福祉ボランティア活動の情

報等を活用して幅広く候補者の把握に努め、「適任者」及び「留意事項」に掲げる資格

要件等について、個別に照らし合わせた上で選出するよう努めてください。

(6) 議事が、推薦人本人又は親族等に及ぶ場合は、当該推薦人は退席してください。

(7) 候補者の推薦理由等会議の状況は、連合地区推薦準備会会議録（推薦要綱様式第２号）

に詳細に記録してください。

２　主任児童委員の職務

(1) 児童及び児童を取り巻く家庭環境・社会環境について詳細な情報収集を行うこと。

(2) 地域ぐるみで子育てを行うための啓発活動を企画し実施すること。

(3) 地域における児童健全育成活動や母子保健活動等を推進すること。

(4) 児童の権利擁護等について関係行政機関等へ連絡・通報や意見具申を行うこと。

(5) 当該地域を担当する児童委員が児童及び妊産婦等に対して行う調査・支援等の活動に対

し、必要な援助・協力を行うこと。

　　なお、個別ケースに対応する必要がある場合は、当該地域を担当する児童委員と調整・相

　談の上、協力して活動を行うことを原則とする。なお、緊急を要する等個別ケースの内容に

　よっては、当該地域を担当する児童委員と連絡・調整を図りながら、必要に応じて主体的に

　活動を行うこと。

３　適任者　

　　横浜市会の議員の選挙権を有する18歳以上の方のうち、次の各号に掲げる主任児童委員

　としての適任者の要件を具備する方を選出してください。

(1) 福祉の仕事に理解と熱意があり、主任児童委員活動に必要な時間を割くことができる者

(2) 円満な常識を持ち、健康である者

(3) その地域に居住し、住民の信頼があり、その地域の実情を十分把握しているだけではな

く、地域の住民の誰もが気軽に相談に行けるような者
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４　留意事項

　　次の各号に該当する方は、推薦にあたって留意してください。

(1) 本来の業務が多忙なため、又は病弱その他のため、主任児童委員としての職務を行うこ

とが困難な者

(2) 主任児童委員としてふさわしくない非行のあった者

(3) 主任児童委員としての立場や活動を政党又は政治的目的のために利用した者、又は利用

するおそれのある者

５　推薦についての留意事項

(1) 児童福祉への理解と熱意

最近における児童福祉問題の重要性を考慮して、十分な理解と熱意をもって積極的な活

　　動が期待でき、また、次に例示する方など専門的な知識・経験を有し、地域における児童

　　健全育成活動の中心となることが期待できる方を選出してください。

ア 児童福祉施設等の施設長、児童指導員、保育士等として勤務した者、又は里親として

の児童養育の経験がある者

イ 学校等の教員の経験を有する者

ウ 保健師、助産師、看護師、保育士等の資格を有する者

エ 子供会活動、地域スポーツ活動、更生保護活動、子育て支援活動等の活動実績を有す

る者

(2) 年齢要件

なお、54歳を超える方を推薦せざるを得ない場合でも、それに近い方を推薦するよう

なお、60歳を超える方を推薦せざるを得ない場合でも、それに近い方を推薦するよう

ウ 元主任児童委員の方→現任の方と同様とします。

(3) 居住要件

原則として主任児童委員として担当する地域に居住している方を推薦してください。た

　だし、特別な事情がある場合に限り、主任児童委員として担当する地域以外に居住してい

　　る方を推薦することができます。

(4) 個人情報

主任児童委員の職務を遂行する際の個人情報の取扱いについて十分配慮し、適正な管理

　　ができる方を選出してください。

(5) 現任主任児童委員の推薦

現任の主任児童委員の方を再度選出する場合は、次の各号に掲げる状況について把握し、

　　今後も積極的な活動が行える方を選出してください。

ア 諸報告書の提出状況

イ 関係行政機関への協力状況

ウ 各種行事への参加状況

エ 地区民生委員児童委員協議会への出席状況

オ 研修会への出席状況
※各号に掲げる状況の把握に当たっては、地区民生委員児童委員協議会の代表と協力の上

確認を行ってください。

の方を選出することができます。

努めることとします。

ア 新任の方→54歳まで(昭和年45年４月２日以降出生)の方を選出してください。

ただし、候補者の選出が困難な場合に限り、58歳まで(昭和41年４月２日以降出生)
の方を選出することができます。

努めることとします。

イ 現任の方→60歳まで(昭和39年４月２日以降出生)の方を選出してください。

ただし、候補者の選出が困難な場合に限り、64歳まで(昭和35年４月２日以降出生)

3-19

69



　　年　　月　　日

連合地区推薦準備会推薦人を次のとおり選出しましたので報告します。

氏 名
住　　　所

（町名から記載してください）

合計（ ）人

（連合地区推薦準備会終了後に区役所福祉保健課へ提出してください。）　

８

９

10

１ 地区連合町内会の代表（必須）

２
地区民生委員児童委員協議会
の代表（必須）

３

児
童
の
福
祉
等
に
関
係
あ
る
者

４

５

６

７

選出区分（所属団体等）

連合地区推薦準備会推薦人選出報告書

地区民生委員児童委員協議会名

地区連合町内会会長氏名（報告者）

資料６
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令和○年７月２６日

連合地区推薦準備会推薦人を次のとおり選出しましたので報告します。

氏 名
住　　　所

（町名から記載してください）

○山　○夫 ○○町１－１

○川　○彦 ○○町２－２

保健活動推進員 ○谷　○子 ○○町３－３

ＰＴＡ ○島　○美 ○○町４－４

青少年指導員 ○上　○助 ○○町５－５

合計（　５　）人

（連合地区推薦準備会終了後に区役所福祉保健課へ提出してください。）　

選出区分（所属団体等）

連合地区推薦準備会推薦人選出報告書

地区民生委員児童委員協議会名 ○○地区民児協

地区連合町内会会長氏名（報告者） ○山　○夫

８

９

10

１ 地区連合町内会の代表（必須）

２
地区民生委員児童委員協議会
の代表（必須）

３

児
童
の
福
祉
等
に
関
係
あ
る
者

４

５

６

７

資料６記入例
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推薦する自治会

町内会等名

チェック欄

□すべての事項を確認し、市推薦会に推薦することを決定しました。

記載内容に相違ないことを認め、署名します（以下の欄は自署してください）。

　推薦人（自治会町内会等の代表）（地区連合町内会等の代表）

　推薦人（地区民児協の代表）

（記入後は区役所福祉保健課に提出してください。）

　10　地区民児協への出席状況

　６　地域住民の信頼

確認事項

確認事項の詳細

１　候補者の再任についての同意、適任者としての確認事項の確認 □

２　推薦準備会の省略 □

　５　社会福祉に対する意識 　11　研修会への出席状況

適任者としての

確認事項

新任・再任・元職共通 再任者のみ

　１　人物 　７　諸報告書の提出状況

　２　健康状態 　８　関係行政機関への協力状況

　３　活動の時間 　９　各種行事の参加状況

　４　生活の安定

候補者氏名 担当地区名

地区民児協名

（様式第３号）

再任確認書
作成日（西暦） 年 月 日

～推薦準備会を開催しない場合～

資料7
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推薦する自治会

町内会等名

チェック欄

☑

地区民児協名 ○○○○

（様式第３号）

再任確認書
作成日（西暦）　〇〇〇〇年〇月〇日

～推薦準備会を開催しない場合～

○○○○町内会

候補者氏名 担当地区名

〇山　〇美 ○○○○　

　５　社会福祉に対する意識 　11　研修会への出席状況

適任者としての

確認事項

新任・再任・元職共通 再任者のみ

　１　人物 　７　諸報告書の提出状況

　２　健康状態 　８　関係行政機関への協力状況

　３　活動の時間 　９　各種行事の参加状況

　４　生活の安定 　10　地区民児協への出席状況

　６　地域住民の信頼

確認事項

確認事項の詳細

１　候補者の再任についての同意、適任者としての確認事項の確認 ☑

２　推薦準備会の省略 ☑

すべての事項を確認し、市推薦会に推薦することを決定しました。

記載内容に相違ないことを認め、署名します（以下の欄は自署してください）。

　推薦人（自治会町内会等の代表）（地区連合町内会等の代表）　 ○山　○夫

推薦人（地区民児協の代表）　○川　○彦

（記入後は区役所福祉保健課に提出してください。）

資料7
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一斉改選に伴う民生委員・児童委員及び主任児童委員候補者の推薦について【協力依頼】 

１ 趣旨 

  令和７年 12月１日を委嘱日として、民生委員・児童委員及び主任児童委員の任期満了

に伴う一斉改選を行います。 

令和７年２月の市連会定例会にてご報告させていただきました民生委員・児童委員の

負担軽減・活動支援策についても、順次、取組みを進めてまいりますので、各地区推薦準

備会及び連合地区推薦準備会を開催し、候補者を推薦していただきますよう、各自治会

町内会長の御協力をお願いします。 

２ お願いしたいこと 

【区連長 】ご承知おきください。 

【地区連長】該当の地区の地区連長あて資料を送付します。 

主任児童委員の候補者にかかる連合地区推薦準備会（今回から再任委員の 

みの場合は省略可）を開催し、候補者を推薦くださるようお願いします。 

【単位会長】該当の自治会町内会の会長あて資料を送付します。 

民生委員・児童委員の候補者にかかる地区推薦準備会（今回から再任委員 

のみの場合は省略可）を開催し、候補者を推薦くださるようお願いします。 

３ 依頼事項 

(1) 推薦準備会の開催

(2) 民生委員・児童委員、主任児童委員候補者の推薦

(3) 推薦書類の作成及び区への提出

※ 具体的な手続きについては、各区福祉保健課からご案内いたします。

＜手続きの流れ＞

自治会町内会 地区連合町内会 

推薦の対象 民生委員・児童委員 主任児童委員 

推薦人の 

選任 

・自治会町内会、地区民生委員児童委

員協議会の代表の方を含め、５人か

ら 10 人以内の推薦人を選任してく

ださい。 

・地区連合町内会、地区民生委員児童

委員協議会の代表の方を含め、５人

から 10 人以内の推薦人を選任して

ください。

推薦準備会

の開催 

・推薦人のうち過半数の方の出席が

必要です。自治会町内会、地区民生

委員児童委員協議会の代表の方は

必ずご出席ください。

・推薦人のうち過半数の方の出席が必

要です。地区連合町内会、地区民生

委員児童委員協議会の代表の方は必

ずご出席ください。

開催時期 
６月から８月にかけて、各地区で開催をお願いします。 

※具体的な推薦手続については、５～６月に各区福祉保健課から自治会町内会

長、地区連合町内会長あてご案内いたします。

書類の提出 候補者の履歴書、会議録を作成のうえ、区福祉保健課にご提出ください。 

委嘱日 令和７（2025）年 12月１日 

裏面あり

市連会５月定例会説明資料

令 和 ７ 年 ５ 月 1 2 日 

健 康 福 祉 局 地 域 支 援 課
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４ 推薦準備会開催にあたってご留意をお願いしたい事項 

(1) 地区で推薦準備会※を開催し、協議のうえ候補者を推薦してください。

【負担軽減・活動支援策】 

※令和７年 12 月の一斉改選より、以下の条件を満たしたとき、（連合）地区推薦準備会の設置

を省略することが可能（設置も可能）となります。なお、民生委員で候補者が年齢要件の特例

に該当する場合は、地区推薦準備会の設置が必要となりますので、ご注意ください。

【条件】下記３つの条件を満たしたときのみ、地区推薦準備会の設置を省略することが可能 

① 全候補者が現任の民生委員（主任児童委員）で健康で本人に意欲があり活動に支障がない

② 自治会町内会等（地区連合自治会町内会等）の代表が現任の民生委員（主任児童委員）を
候補者として推薦することに同意している

③ 地区民児協の代表が現任の民生委員（主任児童委員）を候補者として推薦することに同意
している

(2) 候補者の選考にあたっては、資格要件（適任者、年齢要件、居住要件（資料４参照））

をご確認ください。

【年齢要件の特例について】 

※民生委員については、令和７年 12月の一斉改選より、候補者の選出が困難な場合に限り、

1期（3年間）のみを再任期間として、75歳以上の方とすることができます。（条件あり）

【条件】下記３つの条件を満たしたときのみ、推薦ができるものとする。 

①健康で本人に意欲があり活動に支障がない

②自治会町内会の代表（会長）の同意がある

③地区民児協の代表（会長）の同意がある

※ただし、特例的な扱いであることから、引き続き後任者の選出に努める

(3) 新たな候補者には、民生委員・児童委員及び主任児童委員業務について、十分な御

説明をお願いします。

(4) 推薦準備会推薦人の選出について、自治会町内会（地区連合町内会）の代表の方と

地区民生委員児童委員協議会の代表※の方は、必ず推薦人としてください。この両者が

出席しない場合は、推薦準備会が開催できないこととしておりますので、御留意くだ

さい。また、推薦準備会の開催においては、公正な運営をお願いいたします。

※民生委員・児童委員の役割や実際の活動等について、他の推薦人に御説明いただくこと

や、推薦準備会における疑義等へ御対応いただくため、地区民生委員児童委員協議会の代表

の出席を必須としています。

５ チラシのご活用について（資料６）【負担軽減・活動支援策】 

  民生委員・児童委員をご紹介するチラシ「やってみませんか？民生委員・児童委員」を

令和７年１月に作成しました。候補者をお探しいただく際などにご活用ください。 

６ バトンタッチサポーター（仮称）について（資料７）【負担軽減・活動支援策】 

 令和７年の一斉改選に向けて、新任委員が安心して活動をスタートできる環境を整え、

不安感から委員就任を悩んでいる方の後押しにつながるよう、希望する地区にバトンタ

ッチサポーター（仮称）制度を導入します。 

７ 添付資料 
(1) 令和７年 民生委員･児童委員、主任児童委員推薦関係日程（資料１）
(2) 民生委員・児童委員、主任児童委員推薦（委嘱）の手続図（資料２）
(3) 民生委員・児童委員、主任児童委員の役割と活動（資料３）一部抜粋 
(4) 横浜市民生委員・児童委員、主任児童委員の資格要件と推薦手続（資料４）
(5) 令和６年 12月１日現在 民生委員・児童委員、主任児童委員現員数 一覧（資料５） 
(6) 「やってみませんか？民生委員・児童委員」チラシ（資料６）
(7) バトンタッチサポーター（仮称）制度について（資料７）

  担当：健康福祉局地域支援課 阿部、下山 

TEL：671-4046、FAX：664-3622 

Email：kf-chiikishien@city.yokohama.lg.jp 

区連会資料との 
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【参考】活動費の支給と会費のご負担について 

【活動費の支給】 

年間 70,200 円 

支援をしている方への訪問や連絡、研修参加など、民生委員・児童委員活動を行う際

にかかる交通費や通信費等に充てるための活動費を、区役所から年２回に分けて支給

します。 

なお、活動費は給与や報酬ではなく実費弁償であるため、確定申告等は不要です。 

【会費の負担】 

年間 7,500円 （令和７年度の場合） 

横浜市民生委員児童委員協議会（市民児協）は、活動に役立つ情報提供や会員同士

の情報交換、研修を行うとともに、退任時の慰労金や疾病の際の見舞金等を支給する互

助事業などを行っています。 

また、市社会福祉協議会（市社協）・区社会福祉協議会（区社協）でも、情報提供・

情報共有、活動の後方支援等により、民生委員・児童委員の活動を支えています。 

これらの組織は会費や市補助金で運営されており、民生委員・児童委員は就任と同

時に会員となるため、会費をご負担いただいています。 

【会費の内訳・使途】 

項目 金額（円） 

市民児協会費 2,180 主に、区・地区民児協事業費に充当 

市民協互助事業会費 1,600 
民生委員の公務疾病見舞金や死亡弔慰金、退任慰

労金等（互助事業給付金）に充当 

市民児協周年事業積立金 100 周年事業費としての積立金に充当 

全民児連会費 700 
全国民生委員児童委員連合会の分担金（全民児連

事業費）に充当 

全国互助共励会費 1,900 

全民児連の互助事業（民生委員の死亡、傷病、災

害にかかる弔慰金または見舞金の支給）と共励事

業（委員活動に必要な資料の作成配布等）に充当 

関ブロ民連会費 20 
関東ブロック民生委員児童委員連合協議会の会費

（関ブロ民連事業費）に充当 

横浜市社会福祉協議会会費 1,000 
市社会福祉協議会会費（主に市社協の法人運営、

「福祉よこはま」作成等事業費）に充当 

市民児協会費 計 7,500 

市連会資料３
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バトンタッチサポーター（仮称）制度について 

  令和７年の一斉改選に向けて、新任委員が安心して活動をスタートできる環境を整え、

不安感から委員就任を悩んでいる方の後押しにつながるよう、一定期間（12月～３月）、

新任委員が行う相談支援や活動に、前任者が同行して、経験やノウハウを引継ぐなど、新

任委員をしっかりとサポートする仕組みを試行的に導入します。 

説 明 

目的 

退任した民生委員・児童委員および主任児童委員が一定期間「サポーター」として活

動の助言等を行うことにより、経験やノウハウを新任の民生委員等に引き継ぐこと

で、新任委員が安心して活動をスタートできる環境を整える。（希望地区） 

対象者 

直近の一斉改選で退任される民生委員および主任児童委員（以下「民生委員等」という） 

欠員地区だった場合、直近で退任された方や欠員地区をカバーされていた近隣地区の委員

（退任者）や地区民生委員児童委員協議会会長（退任者）が、バトンタッチサポーターとな

ることも可能。前任者がサポーターを担うことが困難な場合、地区民児協代表了承のもと、

前々任等の元職の方がサポーターとなることも可。 

活動 

内容 

①現任の民生委員等が受けた相談に対する助言

②担当地域の児童や高齢者等への訪問の同行（引継ぎ）

③関係機関との引継ぎ

④地区民生委員児童委員協議会（以下地区民児協）の運営等に対するサポート

⑤その他、区民生委員児童委員協議会事務局と相談・調整のうえ、認められた活動

期間 一斉改選年の 12月１日から翌年３月 31日までの４か月間 

位置づけ 
健康福祉局長の依頼に基づくボランティア。（活動にあたり、「協力依頼書」と「バトン

タッチサポーター証」（携帯用、氏名・公印入）をお渡しします。）

配置 

基準 

退任委員と新任委員の双方の意向が一致し、地区民児協の代表、区民児協の代表の承

諾がある場合に、配置が可能。 

※今回の取組実施後は、次期改選時（令和 10 年度）に向けた振り返り等を行うことで、
より良い活動支援策へとつなげていきます。
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